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第17回 熊本県議会 新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録（平成22年６月15日) 

 

第 17 回 熊本県議会新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録 

 
平成22年６月15日(火曜日) 

            午前10時１分開議 

            午後０時10分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 九州新幹線鹿児島ルートに関する件 

 ２ 高速交通体系に関する件 

 ３ 熊本都市圏交通に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(14人) 

        委 員 長 中 村 博 生 

        副委員長 森   浩 二 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 松 村   昭 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 早 川 英 明 

        委  員 平 野 みどり 

        委  員 大 西 一 史 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 佐 藤 雅 司 

        委  員 守 田 憲 史 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 船 田 公 子 

        委  員 山 口 ゆたか 

        委  員 髙 木 健 次 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 坂 本   基 

         次 長 伊 藤 敏 明 

      地域振興課長 佐 藤 伸 之 

 新幹線元年戦略推進室長 津 森 洋 介 

交通対策総室長 髙 田 公 生 

  交通対策総室副総室長 中 川   誠 

      政策審議員兼 

   新幹線・並行在来線 

        対策室長 満 原 裕 治 

  商工観光労働部 

    首席観光審議員兼 

    観光交流国際課長  松 岡 岩 夫 

    くまもとブランド 

        推進課長 宮 尾 千加子 

 土木部 

部 長 戸 塚 誠 司 

道路整備課長 猿 渡 慶 一 

道路保全課長 安 達 博 行 

都市計画課長 内 田 一 成 

土木審議員兼 

新幹線都市整備室長 松 永 信 弘 

 警察本部 

交通部長 富 永 義 喜 

交通規制課長 髙 野 利 文 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 小 林 昌 樹 

     議事課課長補佐 上 野 弘 成 

――――――――――――――― 

  午前10時１分開会 

○中村博生委員長 ただいまから、第17回新

幹線及び高速交通対策特別委員会を開催いた

します。 

 本日の委員会に６名の傍聴申し込みがあり

ましたので、これを許可したいと思います。 

 今回は、執行部を交えた最初の委員会であ

りますので、一言ごあいさつを申し上げま

す。 
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 委員の皆様方の御推挙によりまして、委員

長を仰せつかることになりました中村でござ

います。 

 本委員会は、「九州新幹線鹿児島ルートに

関する件、高速交通体系に関する件及び熊本

都市圏交通に関する件について」が付託され

ております。 

 御案内のとおり、九州新幹線鹿児島ルート

につきましては、来年３月の全線開業を目指

し、去る３月22日にレールの連結が完了して

おります。 

 また、新幹線全線開業効果の最大化を図る

ために、ＫＡＮＳＡＩ戦略を初めとして、開

業を見据えた新幹線元年戦略の取り組みが進

んでいるところでございます。そしてまた、

新幹線開業効果を県下全体に波及させるため

に、地域高規格道路の整備、そして阿蘇くま

もと空港の振興策などについてもさまざまな

課題を抱えているところでございまして、熊

本市の政令市移行を２年後に控えている中、

熊本都市圏交通に関する件について、新たに

付託を受けて審議をしていくこととなってお

ります。 

 森副委員長を初め委員の先生方の御協力を

いただきながら、本委員会の円滑な運営に努

めてまいりたいと考えておりますので、どう

ぞよろしくお願いしたいと思いします。 

 続いて、森副委員長からごあいさつをお願

いいたします。 

 

○森浩二副委員長 副委員長の森でございま

す。 

 今後１年間、中村委員長を補佐し、円滑な

委員会運営が行われますよう精いっぱい努め

てまいりたいと思いますので、どうかよろし

くお願いします。 

 

○中村博生委員長 それでは、審議に入りま

すが、今回は新メンバーによる初めての審議

であり、関係部課の事業概要を主として審議

を行う予定にしております。 

 なお、今回も基礎資料を準備いたしており

ます。一部資料の入れかえもあっております

ので、新しい冊子をお配りしましたので御活

用いただきたいと思います。 

 まず、初めに、関係職員の紹介を受けたい

と思います。 

 前列の職員の皆さんについては、自席から

自己紹介をお願いします。なお、後列の職員

については、配付資料の中の職員名簿によっ

て紹介にかえさせていただきたいと思いま

す。 

 それでは、順次お願いいたします。 

  （企画振興部長、土木部長、警察本部交

通部長、企画振興部次長、交通対策総

室長、観光交流国際課長、地域振興課

長、新幹線元年戦略推進室長、交通対

策総室副総室長、くまもとブランド推

進課長、道路整備課長、道路保全課

長、都市計画課長、交通規制課長、新

幹線都市整備室長の順に自己紹介） 

○中村博生委員長 次に、執行部を代表し

て、坂本企画振興部長からあいさつ及び概要

説明をお願いいたします。 

 

○坂本企画振興部長 委員会の開会に当たり

まして、執行部を代表いたしまして一言ごあ

いさつを申し上げるとともに、本委員会の付

託案件の概要について御説明申し上げます。 

 中村委員長、森副委員長を初め委員の皆様

方におかれましては、これから１年間、新幹

線及び高速交通に関する諸問題について御審

議いただきます。執行部としましても一生懸

命取り組んでまいりますので、御指導のほど

よろしくお願いいたします。 

 それでは、付託案件の概要について御説明

申し上げます。 

 第１に、九州新幹線鹿児島ルートに関する

件でございます。 

 平成23年３月の全線開業に向けた整備はお
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おむね順調に進んでおり、９月からは試験走

行が開始されます。 

 また、新合同庁舎につきましては、Ａ棟は

来年３月までの入居に向けて建設が進んでお

りますが、Ｂ棟については本年度の政府予算

に盛り込まれておりません。新合同庁舎は駅

周辺のまちづくりの核となる重要な施設でご

ざいます。計画どおり整備を進めていただく

よう、引き続き国等に対して強く要望を行っ

てまいります。 

 次に、九州新幹線を活用した熊本づくりに

つきましては、県下全域に開業効果が浸透す

るよう、民間の知恵と力を活用した新幹線元

年事業のつくり込みや、県民の機運を高める

ための「くまもとサプライズ」運動を展開し

てまいります。 

 次に、新幹線を活用した観光振興等につき

ましては、昨年度がＪＲ九州とタイアップし

た九州新幹線全線開業準備キャンペーンが大

きな成果を上げたところですが、今年度は、

関西エリアをターゲットとして大々的なプロ

モーションの展開を図るＫＡＮＳＡＩ戦略

や、ＪＲ西日本とタイアップした「開業直前

キャンペーン」を通して全力で熊本の認知度

アップを図るとともに、熊本の観光の魅力を

一層幅広く発信してまいります。 

 第２に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、厳しい道路予算の

状況ではありますが、今後とも早期完成が図

られるよう、要望活動等に積極的に取り組ん

でまいります。 

 次に、航空対策につきましては、景気低迷

等の影響で阿蘇くまもと空港の旅客数が落ち

込んでおります。特に、ソウル線につきまし

ては一時期運休の危機にありましたが、県を

挙げて利用促進に取り組んだ結果、運航が継

続されることとなりました。今後も引き続き

精いっぱい利用促進対策に努めてまいりま

す。 

 第３に、今回から付託案件となりました熊

本都市圏交通に関する件でございます。 

 これまでも都市機能の向上のためさまざま

な事業に取り組んでまいりましたが、今後も

公共交通機関の利便性向上や道路整備等を着

実に進めてまいりたいと考えております。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは総室長、課長及び室

長から説明申し上げますので、御審議のほど

何とぞよろしくお願いいたします。 

 

○中村博生委員長 それでは、議題(1)執行

部から事業概要の説明を受け、その後質疑を

受けたいと思います。 

 説明に当たっては、可能な限り簡潔にお願

いいたします。 

 それでは、交通対策総室長から順次説明を

お願いします。 

 

○髙田交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。 

 お手元の新幹線及び高速交通対策特別委員

会資料に基づきまして説明申し上げます。 

 まず、九州新幹線鹿児島ルートに関する件

についてでございます。 

 資料の１ページをよろしくお願いいたしま

す。 

 下段のところで、事業費ベースの進捗状況

の表を記載しております。今年度当初につき

ましては、博多－新八代間全体で230億円、

うち県内の事業費として144億円が確保され

ているところでございます。 

 続きまして、２ページをお願いいたしま

す。 

 そうした状況の中で、ことし９月までの間

に建築工事、車両基地や駅舎の建築工事、さ

らには架線の工事を完成させ、先ほど申し上

げましたとおり、９月以降に試験走行を予定

しております。その後、国土交通省により工
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事完成検査を経て、来年３月の全線完成・開

業というスケジュールになっておるところで

ございます。 

 続きまして、４ページをお願いいたしま

す。 

 新幹線全線開業に向けて今後の活動といた

しまして、国に対して地方負担の軽減、さら

には並行在来線への支援を要望していきたい

と考えておりますとともに、ＪＲ九州に対し

ましては、昨年度に引き続いて、博多駅での

対面乗りかえや運転本数の最大限の確保とと

もに、ダイヤや運賃の設定、在来線の利便性

の確保等、利便性の高い運行形態となるよう

な要望を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 今後の要望内容としては、その下にありま

す、具体的に４件ございますが、４月６日に

おきましても、知事の方から、整備新幹線の

国の調整会議で、ＪＲ貸付料を活用した、並

行在来線肥薩おれんじ鉄道への支援というこ

とで活用するよう求めたところでございま

す。 

 また、６月３日には、整備新幹線関係18道

府県期成同盟会の要望活動というのを行って

いるところでございます。 

 ひとまず、私の方からは以上でございま

す。 

 

○松永新幹線都市整備室長 新幹線都市整備

室の松永です。 

 資料の５ページをごらん願いたいと思いま

す。 

 まず、２の新幹線新駅（熊本・新玉名）周

辺整備の(1)新駅周辺整備の取り組み状況に

ついて御説明いたします。 

 まず、熊本駅周辺整備についてですが、平

成17年６月に県と熊本市で作成いたしました

整備基本計画に基づき整備を進めているとこ

ろで、この整備基本計画に位置づけられた事

業について御説明いたします。 

 お手元の基礎資料と書いてありますファイ

ルの資料の２をごらんいただきたいと思いま

す。この中の、Ａ３の折りたたんだ資料をご

らんいただきたいと思います。 

 右の上の方に凡例を示しておりますが、新

幹線を青色、在来線を赤色で表示しておりま

す。 

 まず、番号１の連続立体交差事業でござい

ますけれども、これは鹿児島本線の熊本駅付

近から、崇城大学前駅付近までの約６キロメ

ートル区間と、豊肥本線の坪井川までの約１

キロメートル区間の在来線を高架化するもの

です。この事業は平成13年度に着手しており

ますが、新幹線の開業を優先させるため、新

幹線開業後から工事が本格化いたしまして、

平成28年度の完成を目指しております。本年

度は熊本駅構内の高架橋工事などを行いま

す。 

 次に、熊本駅周辺の街路整備についてです

が、緑色で着色しております幹線街路の整備

と東口駅前広場の整備を県が実施しておりま

す。黄色で着色しております市街地整備事業

等を熊本市が実施しております。 

 まず、番号②と③の春日池上線、これは熊

本駅北側の祇園橋付近と万日山方面の東西を

連絡する新たな幹線道路として、完成時には

４車線で整備する予定です。 

 なお、番号②の１工区と番号③の３工区の

間の区間につきましては、熊本市が土地区画

整理事業で整備しているところです。 

 次に、駅前の電車通りである番号④の熊本

駅北部線と番号⑦の熊本駅帯山線、及び番号

⑥の熊本駅城山線、これは１工区ですが、こ

れは新幹線開業時までに４車線で整備する予

定です。 

 また、番号⑨の東口駅前広場につきまして

は、新幹線開業時までに暫定整備を行い、在

来線高架後の平成30年度までに完成させる予

定です。 

 このほかにも、東西市街地を連絡する道路
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となる番号⑤の新町戸坂線、及び番号⑧の池

田町花園線につきましては、在来線高架化ま

でに整備する予定です。 

 次に、熊本市が実施しております事業につ

きまして御説明いたします。 

 まず、番号⑩の熊本駅西土地区画整理事業

についてですが、区域内の春日池上線や西口

の駅前広場等を、新幹線開業時までに整備す

る予定です。 

 次に、番号⑪の熊本駅東Ａ地区市街地再開

発事業につきましては、熊本市の情報交流施

設や超高層住宅などを建設する計画ですが、

完成は新幹線開業時から約１年程度おくれる

ということです。 

 続きまして、別添のＡ４横のお手元の資料

がございます。別添資料について御説明いた

したいと思います。 

 標題「熊本駅周辺整備について」＜都市計

画課＞と書いてございます。 

 この資料は、本年３月に開催いたしました

知事、熊本市長及びＪＲ九州社長等によるト

ップ会議において提案いたしました、在来線

高架完了時の熊本駅舎と東口駅前広場のデザ

インイメージとなります。 

 まず、１枚目をごらんいただきたいと思い

ます。 

 在来線熊本駅舎のデザインメージです。こ

のデザインイメージは、ＪＲ九州が安藤忠雄

氏に基本設計を委託して作成したものです。 

 デザインコンセプトといたしましては、熊

本の城と森をイメージした力強くかつ美しい

駅ということです。 

 外壁は、熊本城の石垣に見られる武者返し

のそりを取り込むとともに、ホームの上屋

は、森の都である熊本の木立の下にいる感覚

を、木組みのボリュームを強調することで表

現されています。 

 続いて、２枚目をごらんください。 

 東口駅前広場の完成整備のデザインイメー

ジです。このデザインイメージは、新幹線開

業時の暫定型駅前広場の設計をされた西沢立

衛氏に県が依頼して作成したものです。 

 デザインコンセプトといたしましては、公

園のような駅前広場ということです。森の中

に浮かぶ雲のような大きな屋根で、新たなた

まり空間を創造していくというものです。 

 次に、３枚目をごらんください。 

 これは駅舎と駅前広場のデザインをあわせ

て描きましたイメージイラストで、県が作成

いたしたものです。東Ａ地区の再開発ビル付

近からの視点となっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

○佐藤地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 資料の７ページをお願いいたします。 

 新熊本合同庁舎の整備についてでございま

す。 

 駅周辺まちづくりの核となる施設と考えて

おります合同庁舎でございますが、Ａ棟、Ｂ

棟２棟ございまして、Ａ棟が、地上12階地下

１階、約２万6,000平米ございます。それか

らＢ棟といたしまして、地上９階地下２階で

ございまして、約２万5,000平米ということ

でございます。 

 全体事業費は171億1,800万円でございまし

て、Ａ棟が82億1,000万円、それからＢ棟が8

6億3,600万円ということでございます。 

 庁舎整備及び予算の状況でございますが、

Ａ棟につきましては平成19年度に着工してお

りまして、平成21年６月から内装工事が中断

されておりましたが、これが21年12月から再

開されまして、ことしの10月末には完成し、

入居官署も来年３月までには入居する予定に

なっております。 

 それからＢ棟につきましては、国の出先機

関の見直しが議論の途上でございまして、整

備費用が本年度予算には盛り込まれていない

状況でございます。 

 その下でございますが、申し上げましたよ
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うに、駅周辺のまちづくりの核という施設と

考えておりますので、また県、熊本市がこれ

までも連携して移転先の用地を先行取得する

等積極的に協力した経緯もございますので、

着実に整備されるように要望活動を展開する

ところでございまして、下記に記載しておる

とおりのような要望を行っておるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○猿渡道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 ８ページをお願いいたします。 

 新玉名駅周辺整備の状況について御説明申

し上げます。 

 県が新玉名駅へのアクセス道路として整備

を進めております県道玉名立花線2.2キロメ

ートルと、それから県道玉名八女線の1.04キ

ロメートルのうち、新玉名駅から市道寺町大

坊線までの区間0.5キロメーターにつきまし

ては、新幹線開業までの供用開始を目指して

取り組んでいるところです。 

 また、関連の国直轄事業の国道208号玉名

バイパス8.5キロメートルにつきましては、

新幹線開業に向け、暫定２車線の本年度全線

開通を目指して整備が進められているところ

でございます。整備によりまして、新玉名駅

へのアクセスが改善されるとともに、玉名市

中心部から通過交通の排除をすることで、現

在発生している交通渋滞の解消に大きく寄与

するものと期待しております。 

 道路整備課はひとまず以上でございます。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 ９ページを

お願いいたします。 

 九州新幹線を活用した熊本づくりでござい

ます。 

 言うまでもなく、あと８カ月、九州新幹線

全線が開業するところでございます。これに

向けて、熊本の地域振興と観光の発射台とと

らえて、県外、特に日帰り圏となる関西・中

国地方の方々に熊本を知っていただき、来て

いただき、楽しんでもらい、そしてまた来て

いただけるような取り組み、これを県民、各

機関・団体及び県・市町村が一体となって推

進しているところでございます。 

 平成17年度より新幹線くまもと創りプロジ

ェクトというのを進めてきたところでござい

ますが、これに向けては特に全面的に交通、

交流促進、農林水産業・商工業振興、住みや

すい熊本実現、こういうものに取り組んでき

たところでございます。 

 11ページをお願いいたします。 

 このような新幹線くまもと創りという取り

組みを行ってきたところでございますが、開

業時点で効果が発揮され、一過性でなくその

後も事業効果が持続するような取り組み、こ

れを重点化して、県民総参加のもと取り組み

を加速していくというところでございます。

このため平成23年を新幹線元年と位置づけ

て、平成20年８月に新幹線元年戦略を策定し

たところでございます。 

 この戦略におきましては、３つの戦略を立

てているところでございます。 

 戦略の１つ目といたしましては、新幹線開

業を発射台に県民総参加で地域をつくるとい

うこと、そして戦略の２つ目、熊本を知って

いただくということ、戦略の３つ目、熊本に

来て、楽しんで、また来ていただくというこ

とでございます。 

 12ページをお願いいたします。 

 このような取り組みを具体的に計画に移す

ということで、昨年７月、新幹線元年事業基

本計画というのを策定したところでございま

す。 

 この具体的な内容につきましては、下の表

のところにつけさせていただいておりますけ

ども、九州新幹線が全線開業する23年を中心

として、熊本の魅力発信、来訪者のおもてな

し、県民の機運醸成を図って「くまもとの元
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気」をつくるというもので、民間の知恵と力

を結集するものでございます。 

 テーマといたしましては、『くまもとの

「食」と「文化」でおもてなし』、開催エリ

アにつきましては元年事業ということで、全

部で11地域で開催する予定で、開催時期は平

成23年３月の開業時を中心に展開するところ

でございます。 

 このような取り組みとあわせて県民の機運

を高めるということで、あわせて「くまもと

サプライズ」運動というのを展開したもので

ございます。 

 13ページ、下側のところでございますけれ

ども、くまもとサプライズということで、九

州新幹線全線開業をきっかけに、熊本県民が

みずからの周辺にある驚くべき価値のあるも

のを再発見し、それをより多くの人に広めて

いこうという運動でございます。それによ

り、日ごろからの生活に根差した取り組み、

幅広い層の機運醸成、このようなことが取り

組まれておるものでございます。 

 続きまして、16ページをお願いいたしま

す。 

 このような新幹線元年戦略の取り組みにつ

きましては、本年度まさしく九州新幹線全線

開業まで１年を切ったというところでござい

ますので、さらに加速化する取り組みを進め

ているところでございます。 

 まず、平成22年９月、ことしの９月に、熊

本づくりプロジェクト推進本部会議を開催す

る予定でございまして、ここに向けて新幹線

元年事業のつくり込みを実施するとともに、

戦略の１つ目、新幹線開業を発射台に県民総

参加で地域をつくるということで、各地域で

開催する新幹線元年事業のつくり込み、熊本

が持つ魅力、これを情報発信するとともに、

各種民間のやられている催事等を冠事業とし

て募集、これは４月から開催しております。 

 また、小山薫堂氏から提案された「くまも

とサプライズ」運動の一環として「くまもと

サプライズアワード」を取り込みまして、多

くの方々からくまもとサプライズのアイデア

を募集したところでございます。 

 このような取り組みを進めることによっ

て、開業に向けて準備を進めているところで

ございます。 

 以上でございます。 

 

○宮尾くまもとブランド推進課長 18ページ

をお願いいたします。 

 九州新幹線を活用した観光振興等について

でございます。 

 まず、これまでの取り組みについてでござ

いますが、ＫＡＮＳＡＩ戦略につきましては

ちょうどページ中ほどになりますが、くまも

とブランドの推進というところでは、県立大

学と連携いたしまして、ブランド塾の開催で

すとか「くまもと“食”の商談会」、あるい

は県内事業者のブランドづくりを支援するた

めの「ブランドづくり応援ブック」の作成・

普及等を行いました。 

 また、次の「くまもとブランド」の発信に

おきましては、文化面の切り口も入れました

岡山でのくまもとブランド展の開催ですと

か、知事のトップセールス、あと日本最大級

の食の祭典・大阪の「食博」への出展、広島

では「きんさいやぁくまもとプロジェクト」

ということで、２カ月間に及び熊本のさまざ

まなＰＲを行いました。 

 また、ＫＡＮＳＡＩ地域のマスコミを招致

いたしまして、県内の観光地や文化、歴史、

食をアピールして、新聞や雑誌等に掲載して

いただいております。11件でございますが、

現在13件で、まだこれはふえる予定でござい

ます。 

 さらに、開業１年前ＰＲとして、知事によ

る大阪府知事、京都府知事へ大きな招待券で

すとか、さくらづくしのお土産を持ってのＰ

Ｒなどを行ってまいりました。 

 19ページをお願いいたします。 
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 相互交流促進等では、大阪と本県の経済

界、県議会、行政のトップリーダーとの交流

を行いました。こういうことを受けまして、

民間レベルでも、熊本商工会議所連合会の皆

さんが、大阪商工会議所、京都商工会議所等

を訪問し、意見交換などを行いました。 

 なお、参考でございますが、ＫＡＮＳＡＩ

地域における認知度、いわゆる関心度につき

ましては、平成21年21％でございます。くま

もとの夢４カ年戦略におきましては、平成23

年開業後に26％という目標を掲げておりまし

て、関係者一丸となって一生懸命取り組んで

まいりたいと思います。 

 ひとまず以上でございます。 

 

○松岡観光交流国際課長 資料の19ページを

お願いいたします。 

 平成21年度までの誘客キャンペーンの取り

組みについて御説明いたします。 

 平成19年度から平成21年度までの３年間、

これまで発掘、磨き上げてまいりました観光

資源の情報発信、及び旅行商品化を進める九

州新幹線全線開業準備キャンペーンを展開し

てまいりました。 

 準備キャンペーンの最終年度であります平

成21年度は、夏とそれから10月以降の２期に

分けてキャンペーンを展開いたしましたが、

特に10月からことし３月までの半年間実施い

たしました「くまもと最高ザンス観光キャン

ペーン」では、ＪＲ九州それからＪＲ西日本

等とタイアップをいたしまして、季節ごとの

ポスターやパンフレット、それからテレビＣ

Ｍ、ラッピングトレイン、博多駅での広告、

情報誌などさまざまな媒体を通じまして、熊

本の観光情報を九州のみならず関西メディア

でも大きく露出したところでございます。 

 資料の23ページをごらんください。 

 くまもと最高ザンス観光キャンペーンの主

な成果を掲載いたしております。 

 まず、ＪＲ九州を利用いたしました熊本へ

の宿泊商品や団体旅行等の実績は、対前年度

比で166.2％と大幅にふえております。 

 続きまして、資料の24ページをお願いいた

します。 

 旅行会社の旅行商品造成を促進するため、

３つのシステムを構築いたしました。 

 １つ目は、くまもとすきっぷレンタカーシ

ステムの開発でございます。これは観光施設

などで割引や特典が得られる「くまもとすき

っぷクーポン」を、レンタカー利用者に配布

するシステムを開発いたしまして、旅行会社

で旅行商品として販売できるようにいたしま

した。 

 ２つ目は、イルカウオッチングの旅行商品

化です。これまで旅行会社からの予約受け付

け、精算などの業務を地元で受けることがで

きず、旅行商品となり得ていませんでした

が、観光販売システムズが仲介に入ること

で、旅行商品化が可能となりました。 

 ３つ目は、熊本すきっぷ観光バスでござい

ます。これは九州産交等と連携いたしまし

て、路線バスを含む95便のバスルートを旅行

商品に組み込むことができるようになりまし

た。また、開発いたしましたこれらの商品を

旅行会社に対しプロモーションを行った結

果、大手旅行会社の９社32商品のパンフレッ

トに、本県が提案いたしましたすきっぷレン

タカーであるとか、イルカウオッチングが掲

載されましたし、また５社21商品のパンフレ

ットに「くまもとすきっぷ観光バス」が掲載

をされております。 

 ひとまず以上でございます。 

 

○宮尾くまもとブランド推進課長 27ページ

をお願いいたします。 

 22年度の取り組みについてでございます。 

 まず、ＫＡＮＳＡＩ戦略における今年度の

主な取り組みでございますが、まず、27ペー

ジの上の方、くまもとプロモーション等の展

開でございます。現在、ちょうど企画コンペ
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中でございますが、知事のトップセールス、

テレビ・新聞・雑誌・ウェブなどさまざまな

媒体を活用して、開業まで半年以上広報展開

を行ってまいります。また、小山薫堂さん監

修による「くまもとブランド」ポスターを現

在作成中でございます。 

 その次のＰＲイベント等でございますが、

仮称でございますが「くまもと博」や量販店

における熊本フェア、熊本の観光と物産展な

ど集客イベントを開催し、露出を高め認知度

を高めてまいります。なお、申すまでもな

く、プロモーション事業と熊本イベント関係

は連携させて、より効果的な進め方を行いた

いと思っております。 

 その次、大阪市における情報発信スポット

の設置でございます。大阪市中心部のローソ

ン――ビジネス街でございますが――に、店

舗内に常設の「くまもとコーナー」を設置し

たいと思っております。熊本の売れ筋商品の

販売ですとか、観光等を継続して情報を発信

していきたいと思っております。なお、大阪

では、自治体では第１号になる予定でござい

ます。 

 その次、「くまもとブランド」推進等でご

ざいます。新規として２本。 

 まず、新幹線「さくら」お土産開発事業で

ございます。開業を機に、熊本を代表するお

土産をとの思いから、新商品の開発ですと

か、ブラッシュアップ――磨き上げをしてま

いります。現在、ＪＲ、百貨店、量販店など

のバイヤーさん、デザイン関係者等による商

品検討委員会をスタートさせ、また現在商品

の公募も行っているところでございます。 

 くまもとブランドサイトの構築でございま

す。これは緊急雇用創出基金を活用いたしま

して、熊本の優れた資源をブランドの視点か

ら整備し、サイトを立ち上げたいと思ってお

ります。あわせて、ネットショップ機能につ

いても検討してまいります。 

 以上でございます。 

 

○松岡観光交流国際課長 資料の27ページを

お願いいたします。 

 平成22年度キャンペーン等の展開でござい

ますけれども、今年度は10月１日から来年３

月まで、ＪＲ西日本と全面タイアップいたし

ます大型観光キャンペーン、新幹線全線開業

直前キャンペーンを実施いたします。 

 さらに、新幹線が全線開業いたします３月

からは、全線開業キャンペーンを実施する予

定でございます。旅行先として熊本を選択し

てもらうために、関西以西を主なターゲット

といたしまして、これまでにない規模でのキ

ャンペーンを実施してまいります。 

 28ページをお願いいたします。 

 旅行会社の旅行商品化の促進につきまして

は、本年度も九州観光推進機構と連携したプ

ロモーションを実施しておりますけれども、

既に５月、６月に東京、名古屋、大阪、福岡

で旅行会社との商談会を実施いたしておりま

す。 

 ことしの下期からは、熊本すきっぷ観光バ

スに熊本－長崎間を走る「りんどう号」を加

えるほか、「もりめぐりん」という熊本市内

を周遊するコースを新たに開発運行する予定

でございます。また、九州各県と連携したプ

ロモーション活動も引き続き展開してまいり

ます。 

 さらに、29ページでございますけれども、

3)教育旅行の誘致につきましては、関係機関

等へのセールス活動にさらに力を入れてまい

ります。 

 それから、4)のおもてなしの取り組みとい

たしましては、１事業当たり30万円を上限に

助成いたします「ようこそくまもと大作戦」

を、今年度も２期にわたり募集してまいりま

す。 

 以上でございます。 

 

○猿渡道路整備課長 道路整備課でございま
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す。 

 30ページをお願いいたします。 

 大きなⅡ番の高速交通体系に関する件でご

ざいます。 

 このうち１番の高規格幹線道路等の整備に

ついて御説明申し上げます。 

 高規格幹線道路等と申しますのは、高規格

幹線道路と地域高規格道路でございます。 

 まず、最初に、(1)高規格幹線道路の整備

の概要について御説明いたします。 

 高規格幹線道路は、全国的な高速自動車交

通網を構成する自動車専用道路で、ページの

下側の体系図にありますように、国土開発幹

線自動車道建設法などに基づいて、高速道路

株式会社及び国土交通省により整備が進んで

います。 

 その国土開発幹線自動車道と、それから国

土交通大臣の指定に基づきまして、国土交通

省による整備が進められます一般国道自動車

専用道路がございます。 

 なお、平成15年度から、高速自動車国道、

国と地方の費用負担で整備いたします新直轄

方式が導入されております。 

 図の中ほどのますには、全国における状況

と、それから右側のます、ここには熊本県に

おける状況を記載しております。 

 熊本県には、国土開発幹線自動車道として

九州縦貫自動車道、九州横断自動車道延岡線

がございます。また、一般国道自動車専用道

路には、南九州西回り自動車道がございま

す。 

 31ページをお願いいたします。 

 このページには、高規格幹線道路の整備手

順を示しております。現在の高規格幹線道路

網につきましては、昭和62年に閣議決定され

ました第四次全国総合開発計画に盛り込まれ

たものでございます。 

 国土開発幹線自動車道は、基本計画か整備

計画かという形で整備の熟度が上がってまい

ります。その決定の手続といたしましては、

国土開発幹線自動車道建設会議の議を経て国

土交通大臣が決定いたします。 

 事業段階に入りますと、有料道路方式と新

直轄方式、この２つの方式での整備というこ

とになります。 

 一般国道自動車専用道路においての基本計

画、整備計画という段階がございますが、社

会資本整備審議会道路分科会の議を経ること

になります。 

 32ページをお願いいたします。 

 昭和62年の第四次全国総合開発計画決定以

後の経過について、県内の高規格幹線道路で

ある九州縦貫自動車道、九州横断自動車道延

岡線、南九州西回り自動車道の整備状況を中

心に一覧表で示しております。 

 最近の動きといたしましては、下から２段

目に記載しております高速道路無料化の社会

実験がございます。県内における対象区間

は、南九州西回り自動車道の八代ジャンクシ

ョンから日奈久間でございます。報道により

ますと、６月28日からの実施ということにな

っております。 

 また、最下段でございますけど、料金割引

及びスマートインターチェンジの整備を位置

づけております高速道路利便増進計画の見直

し、それから国土開発幹線自動車道建設会議

の廃止を含む法律改正が国会に提出されてお

り、改正された場合は、国土開発幹線自動車

道においても一般国道自動車専用道路と同様

に、社会資本整備審議会道路分科会の議を経

ることになりますが、現在国会の会期があし

たで閉会予定というふうになっておりまし

て、この成立は非常に難しくなっているとこ

ろでございます。 

 続きまして、33ページをお願いいたしま

す。 

 県内の高規格幹線道路の路線別の状況でご

ざいます。 

 まず、九州縦貫自動車道でございます。県

内延長は134.8キロメートルで、４車線で全
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線供用されております。現在、各地でスマー

トインターチェンジの整備の取り組みが進め

られております。北熊本サービスエリアのス

マートインターチェンジの設置につきまして

は、熊本市、合志市が検討、協議中で、関係

機関で構成されます勉強会が２回開催される

など、整備に向けた取り組みが進められてお

ります。 

 それから、小川バスストップのスマートイ

ンターチェンジの設置につきましては、平成

21年６月に国土交通省から連結許可がおりま

して、宇城市、氷川町が整備するアクセス道

路につきましても、平成21年度から事業化さ

れているところでございます。今後、スマー

トインターチェンジの設置につきましては、

調査検討及び設置に向けた市町の取り組みを

積極的に支援してまいります。 

 続きまして、九州横断自動車道延岡線でご

ざいます。御船町から延岡市までの約95キロ

メートルのうち、県内延長は44キロメートル

です。現在、御船から山都までの区間23キロ

メートルにつきまして、新直轄方式によりま

す整備計画区間ということで、国が事業主体

となって整備が進められております。 

 また、追加インターチェンジ３カ所につき

ましては、平成21年６月に連結許可がおりま

して、現在、県、山都町、御船町で連携を図

りながら測量を進めているところです。ま

た、山都から県境までの約21キロメートルに

つきましては、基本計画区間というふうにな

っております。 

 今後、御船から山都までの区間につきまし

ては、早期完成に向けて、地元町と連携を図

りながら国に事業促進を働きかけてまいりま

す。また、追加インターチェンジにつきまし

ては、国、県、御船町、山都町で連携をしな

がら促進を図ってまいります。 

 それから、34ページをお願いいたします。 

 南九州西回り自動車道です。 

 一般国道３号の自動車専用道路で、八代市

から鹿児島市までの約140キロメートル区間

のうち、県内延長が約50キロメートルござい

まして、基本的に国が事業主体ということで

整備が進められております。 

 県内区間のうち、八代から芦北インターチ

ェンジまでの28.8キロメートルの区間につき

ましては、平成21年４月までに暫定２車線で

供用されております。現在、国が芦北出水道

路ということで、芦北インターチェンジから

県境までの約21キロメートル区間の整備に取

り組んでおります。 

 今後、早期完成に向けて、鹿児島県や沿線

市町と連携を図りながら、国に事業促進を働

きかけてまいります。 

 続きまして、地域高規格道路の整備でござ

います。 

 地域高規格道路は、高規格幹線道路と一体

となって地域の基幹道路を形成する自動車専

用道路、もしくはそれと同等な機能を有する

道路ということでございます。本県の道路で

は、県土の横軸を形成する道路の整備を最重

要課題に位置づけまして、この実現に向けて

地域高規格道路の整備を進めているところで

ございます。 

 35ページをお願いいたします。 

 高規格幹線道路と同様に、地域高規格道路

の整備手順について御説明申し上げます。 

 候補路線、計画路線、調査区間、整備区間

と、整備の熟度を上げていきまして事業着手

となります。現在、本県におきましては、中

九州横断道路、熊本天草幹線道路、熊本環状

道路の３路線が事業化されているところでご

ざいます。 

 36ページをお願いいたします。 

 36ページには、地域高規格道路の経過及び

路線別内訳を記載しています。 

 路線別内訳について御説明いたします。 

 まず、中九州横断道路でございます。 

 熊本市と大分市を結ぶ延長120キロメート

ルの地域高規格道路で、熊本県内の延長は53
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キロメートルになっております。本県におい

て県土の横軸を形成し、九州における本県の

拠点性を高めるための重要な路線でございま

す。 

 国は、平成12年度に阿蘇大津道路5.3キロ

メートルに着手しまして、これまで地下水の

水文調査などを実施してきましたが、平成22

年度から休止というふうなことで表明されて

おります。 

 また、熊本－大津間約21キロメートルにつ

きましては、調査区間として、国において整

備区間指定に向けた調査を実施されていると

ころでございます。 

 今後の取り組みといたしましては、阿蘇大

津道路につきましては、国に休止の方針の再

検討を求めてまいります。 

 それから、熊本－大津間につきましては、

工期の整備区間指定に向けた調査促進を求め

てまいります。 

 続きまして、37ページをお願いいたしま

す。 

 熊本環状道路でございます。この道路につ

きましては、熊本市において約30キロメート

ルが路線指定を受けております。 

 現状でございますけれど、現在、地域高規

格道路として熊本西環状道路の一般県道砂原

四方寄線の整備区間約９キロメートル、及び

調査区間３キロメートル、それから熊本環状

連絡道路の調査区間約３キロメートルがござ

います。 

 県が施行しております熊本西環状道路で

は、花園、池上等の２工区で事業を展開して

おります。花園工区では工事に着手をしてお

ります。 

 また、環状道路を構成します熊本東バイパ

ス、北バイパス、植木バイパスにつきまして

は、国が順次整備に取り組んでおります。 

 今後の取り組みといたしまして、熊本西環

状道路につきましては、用地買収及び文化財

調査を促進し、着手可能となった区間につき

ましては工事を促進してまいります。 

 また、熊本環状連絡道路につきましては、

国が行う中九州横断道路の検討にあわせて、

整備区間指定に向けた調査検討を進めてまい

ります。 

 それから38ページをお願いいたします。 

 熊本天草幹線道路でございます。 

 熊本市から天草市を結ぶ約70キロメートル

の地域高規格道路で、うち宇城市三角町まで

の国施行区間約32キロメートルと、上天草市

から天草市本渡までの県施行区間約38キロメ

ートルに分かれます。 

 現状でございますが、国施行区間につきま

しては、熊本宇土道路3.8キロメートルでご

ざいまして、用地買収と工事が進められてお

るところでございます。昨年度、国が新規事

業として着手しました宇土道路6.7キロメー

トルにつきましては、調査測量が実施されて

おります。 

 県施行区間につきましては、暫定２車線

で、平成14年５月松島有料道路3.3キロメー

トル、平成19年９月には松島－有明間10キロ

メートル、合わせて13.3キロメートルの区間

を供用しております。 

 現在、取り組んでおります大矢野バイパス

3.7キロメートルにつきましては、用地買収

と工事に取り組むとともに、仮称であります

けど新天門橋につきましては、詳細設計がお

おむね完了したところでございます。 

 また、天草市志柿町から本渡町間の仮称本

渡道路約４キロメートルにつきましては、調

査区間となっております。３月24日にＰＩ検

討委員会からの整備に関する提言を受けたと

ころでございまして、現在ルート選定に向け

たルート帯の検討を行っているところでござ

います。 

 今後の取り組みといたしましては、国の施

行区間につきましては事業の促進を働きかけ

てまいります。 

 また、大矢野バイパスにつきましては、用
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地買収及び工事を促進いたします。 

 新天門橋につきましては、橋の架設方法の

検討を進めてまいります。 

 それから、天草市志柿町から本渡町間の仮

称本渡道路につきましては、ルート帯を設定

した上で測量設計、環境調査等を進めてまい

ります。 

 39ページをお願いいたします。 

 (3)の建設促進活動でございます。 

 熊本県と宮崎県で構成する九州横断自動車

道延岡線建設促進協議会、それから熊本県と

鹿児島県で構成いたします南九州西回り自動

車道建設促進協議会の建設促進活動を記載し

ております。 

 40ページをお願いいたします。 

 高規格幹線道路及び地域高規格道路の位置

図を添付しております。青色の実線及び点線

が高規格幹線道路でございます。それからグ

リーンで表示しておりますけれど、地域高規

格道路でございます。 

 以上で説明を終わります。 

 

○髙田交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。 

 続きまして、航空路線の利用促進について

ということで、資料41ページをお願いいたし

ます。 

 まず、国内線の振興についてであります。 

 現状ということで全体の状況であります

が、昨年度の国内線の旅客数は一昨年度から

約21万8,000人、7.3％少ない279万人とな

り、５年ぶりに300万人を割り込んだところ

でございます。依然として厳しい状況が続い

ているところでございます。 

 こうした中で、大手の航空会社においては

路線のスリム化を進めているところでありま

して、４月末には日本航空が、来年３月末を

もって熊本－小牧線、現在１日３便でござい

ますが、それを運休すると発表したところで

ございます。 

 一方、新規航空会社の一つでありますスカ

イマークが積極的な路線展開に乗り出してお

り、ことしの10月から熊本－神戸線、また11

月から熊本－東京線への参入を発表したとこ

ろでございます。ダイヤ、運賃については、

現在航空会社の方で調整をしているところで

あります。 

 下のところに静岡線の状況について記載し

ております。昨年７月に就航いたしましたフ

ジドリームエアラインズの静岡線につきまし

ては、昨年度の利用率が46.6％という状況で

ございます。特に、静岡発熊本着の利用率が

55％対して、熊本発静岡着の方が39％という

状況でございます。昨年の冬、あるいは秋か

ら冬にかけて利用率が非常に厳しかったとこ

ろでございますが、最近イン・アウトともど

も利用率が回復傾向にある。 

 ここのところ、特に静岡発熊本着の方は、

利用率６割～７割という状況でございます。

また、こうした路線の傾向について、一番多

いのは熊本と静岡往復で使うとありますけれ

ども、静岡から熊本に来て、そこから九州に

抜けて、鹿児島の同じＦＤＡの路線を利用し

て帰る、そうした乗客もそれなりに見られる

というようなことを会社の方では言っておる

ところでございます。 

 42ページから46ページにかけましては、国

内線に関するところの資料――データでござ

います。 

 続きまして、47ページをお願いいたしま

す。 

 今後の取り組みということでありますが、

全般といたしまして、ことし４月の旅客数

は、前年に比べて２％増と若干回復の兆しは

ありますけれども、しばらく不透明な状況が

続くことは予想されるところであります。今

後とも阿蘇くまもと空港の存在を高めていく

ことは重要な課題の一つであると認識してお

り、路線維持、振興に向けて真剣に頑張って

まいりたいと思っております。 
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 個別の路線についてでありますけれども、

まず、東京線につきましては、ことし11月か

ら、先ほど申し上げましたとおりスカイマー

クの参入があります。それに向けた対応を行

いますとともに、そのほかの航空会社の増便

対象路線の検討状況の把握に努めながら、こ

としの夏及び来年の初頭に発表されると見込

まれる新規発着枠分の路線決定に向けて働き

かけを強めていくとともに、航空会社の動向

を注視してまいりたいと思っています。 

 また、この後、おおむね２年後に配分が予

定されております羽田空港の新規発着枠72便

分につきましても、東京線は阿蘇くまもと空

港を含む地方空港のネットワークの大動脈で

あることから、国際線ではなくて地方の主要

空港に手厚く配分されるよう、国に対し要望

を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、静岡線についてでありますけれど

も、先ほど申し上げました状況でもございま

すけれども、県の商工会議所連合会、あるい

は工業連合会などの総合交流が続いておるほ

か、ことし２月に、熊本ビジネスフェアに静

岡県から企業４社が初めて参加するなど、県

内企業との新たな交流も始まりつつあるとこ

ろでもございます。 

 今後とも熊本・静岡両県両市における交流

を積極的に強めていき、熊本、静岡空港で物

産展をＰＲする、あるいはＦＤＡとも連携し

ながら民間団体レベルの交流、ニーズの掘り

起こしを中心に、積極的に県としても頑張っ

てまいりたいと思います。 

 続きまして、48ページをお願いいたしま

す。 

 九州新幹線の全線開業後に影響が懸念され

ております大阪線、現在１日８便運航されて

おりますけれども、県と航空会社等の間で、

今後の需要予測など認識や課題の共有化を図

りながら、大阪線の利便向上を図る方策等を

検討する勉強会を、４月末に立ち上げたとこ

ろでございます。 

 他の空港における事例検討を初め旅客の流

動調査、県民のアンケート等を踏まえ、今後

は小型化、多頻度化を軸とした大阪線の利便

向上の具体策を見出して、航空会社にその実

現を働きかけてまいりたいと考えておりま

す。 

 その他といたしまして、先ほど申し上げま

した小牧線については、４月にＪＡＬの発表

と並行して、愛知県や関係自治体16県連名

で、ＪＡＬや国交省等に対して路線維持の要

望を行っているところでございます。今後と

も他の自治体とも連携を図るとともに、ＪＡ

Ｌや国交省との動向を重視しながら対応を検

討してまいりたいと思います。 

 また、スカイマークにつきましては、今後

の便数、ダイヤ、料金体系等の情報収集を行

うとともに、現在神戸線を運航しております

天草エアラインの対応につきましても、会社

及び地元市町と連携しながら、路線見直し等

も含め今後の対応を検討してまいりたいと考

えております。 

 続きまして、49ページをお願いいたしま

す。 

 航空物流機能の強化についてであります。 

 まず、現状といたしまして、昨年度の国内

の阿蘇くまもと空港における航空貨物の取扱

量は約２万8,900トンとなり、その前の年度

から2,500トン減少し、平成18年度以来の３

年ぶりの３万トン割れという状況でもござい

ます。本年度におきましても４月の取扱量

は、前年と比べて５％弱減少しているという

状況でもございます。 

 特に、航空貨物取り扱い全体の約８割を占

める東京線につきましては、最近は確かに先

ほど申し上げましたとおり減少傾向でありま

すが、５年間、もう少し広い幅をとってみま

すと、増加しているという傾向が見られると

ころでもございます。 

 我々といたしましては、この空港の物流機

能の強化は重要な課題の一つであるというふ
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うにも考えてもおり、夜間の時間帯に積み残

しが発生しているなど、航空貨物輸送力が不

足していることが調査をすることで明らかに

なっているところでもあり、航空会社に対し

まして、夜間の時間帯における機材の大型化

を図るように、引き続き働きかけを行ってい

るところでございます。 

 51ページをお願いいたします。 

 そうした取り組みといたしまして、夕方か

ら夜間の時間帯における東京行きの航空貨物

輸送力の拡大のために、航空会社に対して夜

間の時間帯、お手元にありますような時間帯

における、コンテナ搭載が可能な機材による

運航を引き続き働きかけてまいりたいと考え

ております。 

 続きまして、52ページをお願いいたしま

す。 

 次に、国際線の振興についてでございま

す。 

 現状ということで、ソウル線についてであ

りますが、これまで延べ22万人を超える需要

があるところでありますが、昨年度の利用者

数は２万8,377人と、その前の年度から約1,0

00人余り少ないという状況になっておるとこ

ろでございます。日本人の利用者数について

は、20年度と比べて21年度は２％増の１万5,

930人となっている一方で、外国人、ほとん

ど韓国人でございますが、その利用者数につ

いては、20年度から10％減となる１万2,447

人という21年度の結果でございます。 

 そうした中で、ことしの２月、アシアナ航

空の方から県に対して、６月から９月までの

４カ月間の運休を視野に入れていることを伝

えてきたところでありますが、県としては、

国際線振興協議会におきましてプロジェクト

を打ち出し、県を挙げた利用促進対策をアシ

アナ航空に示すとともに、民間の皆さん方に

おきましても、ソウル線を活用した社員旅行

も行われていった、そういったこともあり、

県民の間でソウル線の利用の機運が盛り上が

り、ことし１月から３月までの利用率が７割

を超えたということもあり、最終的には路線

継続が決まったというところでございます。 

 その下の国際チャーター便の実績でござい

ますが、昨年度の便数、これは片道を１便と

数えるという換算でございますが、昨年度の

便数は20年度、その前の年度と比べて２便少

ない35便という状況でございます。中国便、

これは香港が大半でございますけれども、４

便から18便とふえたものの、重点的に取り組

みたいと考えております台湾線につきまして

は、18便も少ない９便ということでとどまっ

ているという状況でございます。 

 53ページから55ページまでは、国際線の状

況についての資料――データでございます。 

 続きまして、56ページをお願いいたしま

す。 

 今後の取り組みということでありますが、

まず、ソウル線につきまして、先ほど申し上

げましたプロジェクトに県を挙げて取り組

み、県民のさらなる利便促進を図ってまいる

ととともに、先月には国際線振興協議会の総

会をソウルで開催するなど、韓国の関係者の

方々に熊本－ソウル線をアピールしてきたと

ころでもございます。 

 さらに、最近、利用率が落ち込んでおりま

す７月から９月期の乗客を確保し、より一層

の路線安定を図ることを目的として、アウト

バウンド及びインバウンドの両面にわたって

集中的な利用促進を図るための対策に取り組

んでまいりたいと考えております。 

 一方、国際チャーター便というものにつき

ましては、定期便の開設のための前提とし

て、チャーター便の増勢を図っていくことが

必要になってまいります。今後とも台湾線に

重点を置き、現在航空会社あるいは台湾の観

光協会、旅行代理店との協議を進めていると

ころでもございます。 

 いろいろ航空会社あるいは観光協会と協議

する中で、教育旅行の取り組みについてしっ
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かりやっていく必要があるんじゃないかと

か、あるいはＰＲというのをもっとしていく

べきじゃないか、あるいは九州の中での周遊

ルートの開拓ということに努めていく必要が

あるんじゃないかと、そうした課題というも

のをとらえながら、しっかりと我々として取

り組んでまいりたいと思っております。 

 例えば、旅行代理店を対象とした旅行セミ

ナー、これは夏休み期間中に実施する予定で

もございますし、また教育旅行のマニュアル

の活用等によって交流ニーズを掘り起こして

いき、アウトバウンドのチャーター実施を働

きかけてまいりたいと考えております。 

 また、双方向のチャーター需要ということ

が高まることが不可欠となっている状況であ

ります。観光部局とも連携しながら、双方向

のチャーター便の就航を増加させていく取り

組みを進めてまいりたいと考えております。 

 57ページ、58ページにつきましては、国際

線振興協議会の概要、それから取り組んでい

る事業の中身についてでございます。 

 続きまして、資料の59ページをお願いいた

します。 

 阿蘇くまもと空港の施設整備及び活性化に

向けた取り組み等についてでございます。 

 現状といたしまして、空港整備に関しまし

て、熊本空港ビルディングの方では、昭和46

年に建築されたターミナルビルの一部耐震強

化や、チケットロビーの拡充を中心としたリ

ニューアルに関しまして、ことし２月に基本

計画の概要を決定したところでございます。 

 資料の61ページ及び62ページが、そのター

ミナルビルのリニューアル計画の概要につい

てでございます。 

 計画の概要といたしましては、旧耐震基準

部分の耐震補強、それから１階のチケットロ

ビーの拡張、歩道の拡張、それから施設のユ

ニバーサルデザイン化ということで、エレベ

ーターの２基増設、下りエスカレーターの新

設、さらには太陽光発電システムの導入とい

うことを内容として、ことしの夏から着工

し、24年の９月に完成する予定でございま

す。 

 続きまして、63ページのところに、この空

港ビルのリニューアルにあわせまして、国の

方におきまして空港ターミナル地域の改良計

画というものを予定しております。ことしの

８月から工事を開始し、24年の３月には完成

する予定でございます。 

 中身といたしましては、旧管制塔を撤去し

て観光バスの乗降場を設置すること、また公

共交通車両の乗降場の位置の変更、今の駐車

場の入り口の移設など、ごらんの７項目が主

な改良計画の概要となっているところでござ

います。 

 続きまして、資料の66ページをお願いいた

します。 

 今後の取り組みということでございます

が、空港整備ということで２つ目のマルが、

熊本空港ビルディングの、先ほど申し上げま

したターミナルビルのリニューアル計画、あ

るいは国が実施するターミナル地域の改良に

ついてでございます。今回のリニューアル等

が空港の利便性向上に着実につながっていく

よう、また工事中における空港利用者に万全

な安全が保たれるよう、必要な協力の申し入

れ等を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、現在、空港ターミナルの前にありま

す(財)空港環境整備協会が運営する空港駐車

場につきましては、先日の行政刷新会議の事

業仕分けの対象事業となり、協会への委託廃

止を含む抜本的見直しと判定され、空港周辺

環境対策は廃止、国が違う形で手当てすると

いうことになっておるところでございます。 

 また、同じタイミングでまとめられました

国交省の成長戦略会議につきましては、空港

の関連企業と空港との経営一体化、及び民間

への委託あるいは民営化についての検討会を

立ち上げ、本年度１年間でその中身について

議論するということでございます。また、公
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益法人が行っております駐車場事業について

も、新たな空港運営主体が決定した段階で、

遅滞なく移管するというふうになっておると

ころでございます。 

 こうした状況を踏まえ、空港駐車場につき

ましては、引き続き料金の値下げというのを

求めていきますとともに、地元による管理運

営ということについても、国交省に要望や働

きかけを行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 続きまして、資料の68ページをお願いいた

します。 

 Ⅲ番目の熊本都市圏交通に関する件につい

てであります。 

 まず、熊本都市圏交通の現状についてでご

ざいます。 

 (1)公共交通機関の現状ということでござ

いますが、鉄軌道網については、市の中心部

から鹿児島本線、豊肥本線、熊本電鉄、熊本

市電が延びておるとともに、また三角線があ

るという状況でございます。また、バス路線

網につきましては、５事業者によって運行さ

れており、交通センターを中心とした放射状

ネットワークが形成されているというところ

でございます。 

 最近の公共交通機関の輸送人員ということ

につきましては、その次のページ、69ページ

の参考－１のところで棒グラフ、これはバス

と公共交通機関の総計、左の目盛りでござい

ますと、市電、ＪＲ、電鉄の輸送人員、これ

は折れ線グラフで右の目盛りになっておりま

すが、表として示させていただいているとこ

ろでございます。 

 バスの利用についてしばらく、ずっと減少

傾向にあるという一方で、市電、ＪＲにつき

ましては、ここ２～３年輸送人員については

少し横ばいかやや伸びているという、そうい

う傾向が見られるというところでございま

す。 

 次に、自動車交通及び渋滞の状況というこ

とでございますが、熊本都市圏における交通

手段、自動車交通の手段の依存度が年々増加

しており、これはちょっと古いデータでござ

いますけれども、平成９年度における分担率

約６割ということでございます。また、こう

した自動車交通への依存度の増加が交通渋滞

を発生させており、また一体化しつつある熊

本都市圏の現状から、県の渋滞ポイントの多

くが熊本都市圏に集中しておるというところ

でございます。 

 69ページの参考－２としまして、熊本市に

おける自動車の保有台数、さらには参考－３

ということで、これは朝８時の時点でありま

すけれども、路線別の熊本都市圏の旅行速度

ということで表を示しております。時速30キ

ロ以上の区間が、おおむね渋滞なく走行でき

る区間というふうにいわれておるものでござ

います。赤は20キロ以下という区間でござい

ます。 

 70ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏交通施策の主な取り組みという

ことでまとめております。 

 一昨年度に見直しを行いました熊本都市圏

都市交通アクションプログラムにおきまし

て、公共交通の利用の促進、及び交通渋滞の

解消等への対応が求められているところでご

ざいます。 

 都市圏における交通施策としましては、自

動車への過度の依存というものをなくし、徒

歩、自転車及び公共交通による移動と自動車

による移動について、役割分担をしながらバ

ランスのとれた形で共存するように、具体的

な都市交通施策に取り組んでまいりたいとい

うふうに考えておるところでございます。 

 まず、公共交通機関の利用促進についてで

ありますけれども、71ページ、72ページのと

ころで、現状と今後の取り組みということで

２ページにまたがっておりますが、まとめて

いるところでございます。 

 まず、都市圏公共交通ネットワークの整備
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の１つ目としまして、阿蘇くまもと空港への

アクセスの改善についてでございます。公共

交通機関による阿蘇くまもと空港へのアクセ

スの改善に向けて、ＪＲ豊肥本線を活用した

空港シャトルバス及び既存のリムジンバスの

改善による定時性、速達性の確保に向けた取

り組みを現在行っているところでございま

す。 

 そのうち、ＪＲ豊肥本線を活用した空港シ

ャトルバスの運行につきましては、19年度、

20年度と試験運行を実施したところでござい

ますが、採算性の確保というのが問題になっ

ているところでございます。本年度につきま

しては、採算性の確保に重点を置き、肥後大

津駅と阿蘇くまもと空港の間の２地点間はノ

ンストップで結ぶにしても、その間はさらに

集客を図るための路線の形態という、あるい

は料金の設定について工夫を凝らした試験運

行を実施していきたいと考えております。 

 具体的には、72ページのところでございま

すが、ことしの10月から６カ月間程度の実践

的な試験運行を、熊本電気鉄道に委託して試

験運行を実施しますとともに、必要な関係機

関との調整を行った上で、全線開業までには

本格運行を開始させたいと考えておるところ

でございます。 

 一方、既存リムジンバスの改善についてで

ございますが、19年度、20年度、20年度では

市街地でのバスの優先システム、信号優先シ

ステムの導入というのを行ってきたところで

もございます。本年度は速達性の確保に重点

を置き、現在のルートにおける快速運行の実

現可能性について実証実験を行ってまいりた

いと思います。 

 また、将来的な改善策としまして、熊本市

中心部での道路混雑を回避できる新たなバス

ルートについても、採算性等の観点も考慮し

ながら、具体的な取り組み方針について協議

してまいりたいと考えております。 

 次に、バス路線網の再編についてでありま

すが、現在熊本市を事務局としまして、県も

委員として協議会に参画しております、熊本

市におけるバス交通のあり方検討協議会とい

うところで、バス路線網の再編に係る議論を

進めているところでございます。先般、意見

書が取りまとめられ、28年までに市営バスの

全路線を民間へ移譲する方針が決定されたと

ころでございます。 

 今年度は、72ページの中ほどでございます

けども、昨年度から取り組んでいる東バイパ

スライナーの継続運行や、バスの乗りかえ拠

点性に関して40カ所のバス停で現地調査を実

施するとともに、またＪＲ駅等でのバス乗り

かえ表示の改善等につなげていくと、そうし

た動きがあるところでございます。 

 熊本都市圏の自動車依存率を現状以下に抑

止するために、引き続き県としてはこの協議

会に参画し、熊本市周辺地域とのバス路線網

の整備の視点も踏まえ、路線網再編に係る具

体的な事業を推進してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 (3)番目に、熊本市電の電停改良整備、電

停のバリアフリー化についてでございます

が、昨年度熊本市におきまして、電停のバリ

アフリー化に向けた改良整備計画というのを

設定し、採算性あるいは緊急性等、現在整備

されていない駅についてランクづけを行い、

優先度等が決定されているところでもござい

ます。 

 本年度につきましては、72ページの最後の

ところでございますが、整備優先度の高い電

停につきまして詳細検討、関係機関との協議

等を進めていくということになっておりま

す。今年度からは、九品寺交差点電停の調査

設計などの事業に着手を予定するということ

になっておるところでございます。 

 続きまして、交通結節点の改善ということ

で、73ページをお願いいたします。 

 ここでは、上段に現状、下段に今後の取り

組みということでまとめております。 
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 (2)番目の新水前寺駅のところでございま

すけれども、平成18年度からＪＲ新水前寺駅

と市電の電停を集約し、乗り継ぎの利便性を

強化するための整備を進めているところでご

ざいますが、来年の３月の新幹線開業にあわ

せて結節を完了させる予定でございます。 

 また、肥後大津駅につきましては、空港シ

ャトルバスの整備と連動して、現在大津町や

ＪＲにおいて、肥後大津駅の南口の駅舎及び

駅前広場の整備が進められているところであ

りますが、今後とも周辺市町村のまちづくり

や地域公共交通の再編などとも連携しなが

ら、アクセス手段の利便性の向上に向けた取

り組みを推進してまいりたいと思います。 

 さらには、宇土駅につきましては、４月か

ら、東口の開設に伴い、東口へのバス路線乗

り入れを行い運行開始したところであります

し、熊本港につきましては、熊本港と熊本駅

間を運行する定期路線バスについて、フェリ

ーの運航体系にあわせたダイヤ編成を行い、

利用者の利便向上を図っているところでござ

います。今後とも利便性の向上、県内の生活

交通の維持活性化を図るために頑張ってまい

りたいと思います。 

 続きまして、74ページのところで、パーク

アンドライドの状況でございます。 

 熊本都市圏では現在、ごらんの表にありま

すとおり、７カ所でパークアンドライドを実

施をしているところでございます。全体の稼

働率としては55％となります。それぞれの実

施箇所に応じて９割近い、あるいはほぼ埋ま

っている稼働率もある一方、さらに頑張って

いかなきゃならないというところもございま

す。 

 今後の取り組みといたしまして、さらなる

利用促進を図っていくために周知広報、これ

までも行っているところでございますが、よ

り効果的なＰＲ方法を検討して実施するとと

もに、利用者の満足度の向上に向けて、引き

続き働きかけを行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、75ページをお願いします。 

 公共交通の利用促進策ということで、ノー

マイカー通勤運動の強化とモビリティ・マネ

ジメント、この２つを掲げております。 

 まず、ノーマイカー通勤運動の強化につき

ましては、昨年度事業者団体、交通事業者、

行政等で構成する通勤の連絡会議を設置をし

たところでございます。引き続き、公共交通

事業者による公共交通利用促進キャンペーン

を支援するとともに、県の地球温暖化の防止

に関する条例に基づきますエコ通勤の環境配

慮計画書制度の導入促進に向けて、県として

も事業者に対する支援ということで頑張って

まいりたいと思います。 

 また、自動車利用から公共交通への転換を

促すために、広報啓発あるいは事業者が実施

する取り組みへの支援ということで、モビリ

ティ・マネジメントを行っているところでご

ざいますが、今後新たな手法として、専用ホ

ームページの開設による情報の発信や、１カ

月程度、土日祝日におけるバスの小児運賃の

無料化による潜在的な利用需要の掘り起こし

を実施するなど、公共交通の利用に関する県

民の皆さんの意識の醸成を図ってまいりたい

と考えておるところでございます。 

 私からは以上でございます。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課の内田でご

ざいます。 

 資料の76ページをお願いいたします。 

 (2)交通渋滞の解消について御説明をいた

します。 

 熊本都市圏におきましては、国道３号や国

道57号東バイパスなど幹線道路への交通負荷

の集中が、交通渋滞の主な原因になっており

ますことから、都市圏中心部への交通の分散

流入を図るために、環状道路や放射道路等の

骨格幹線道路網の整備や、それに接続する都

市内道路網の整備を促進いたします。 
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 また、交通情報の提供を初めとしまして、

公共車両優先等のシステム稼働など、積極的

に交通の流れを管理していく交通管理システ

ムの高度化によりまして、交通流のさらなる

円滑化を図る新交通管理システムを拡充して

いきます。 

 続きまして、現状及び今度の取り組みにつ

いて御説明いたします。 

 まず、現状についてでございますが、骨格

幹線道路網等の整備といたしまして、国が国

道３号の熊本北バイパス、植木バイパス、熊

本天草幹線道路、熊本宇土道路等の整備を実

施しておりまして、県は熊本西環状道路等の

整備を実施しております。 

 これまでに、東バイパスの６車線から、熊

本北バイパスのうち東バイパスから国道208

号までの延長5.8キロメートル区間、あるい

は一般県道田迎木原線等の整備が完了してお

ります。 

 また、植木バイパス5.6キロメートルのう

ち、国道208号から植木停車場投刀塚線まで

の延長2.3キロメートルにつきましては、本

年度に暫定２車線で供用される予定です。 

 交差点改良につきましては、熊本都市圏の

交通渋滞対策としまして、現在浄行寺交差

点、妙体寺交差点、子飼交差点、御代志交差

点及び堀川交差点について事業を展開中でご

ざいます。 

 資料の77ページをお願いいたします。 

 信号機の運用改善等につきましては、道路

の新設、交差点改良にあわせまして、右折車

両の多寡に応じた信号秒数の増減、矢印信号

の付加のほか信号機の集中制御化などにより

まして、渋滞緩和に努めております。 

 これらによりまして、平成20年11月に供用

開始をいたしました県道田迎木原線につきま

しては、一定の効果が確認されているところ

でございます。このほか、交通情報板等の整

備を推進しまして、交通の円滑化を図ってお

ります。 

 次に、今後の取り組みについてですが、骨

格幹線道路網等の整備につきましては、国・

県・市町村で連携を図りながら、骨格となる

幹線道路網や、それにつながる都市内道路網

の整備を促進してまいります。 

 こうした展開につきましては、整備中の交

差点につきまして引き続き事業促進を図って

まいります。 

 信号機の運用改善等につきましては、今後

現場の状況に対応した最適な信号整備を行う

ために、交通渋滞状況や住民要望などを踏ま

えまして、継続的に信号機の改良を行うとと

もに、交通量の増加が見込まれる時期に応じ

まして信号秒数を見直すなど、弾力的な運用

を図ってまいります。 

 以上で説明を終わります。 

 

○髙野警察本部交通規制課長 資料の78ペー

ジをお願いいたします。 

 新交通管理システムの拡充についてでござ

います。 

 新交通管理システムは、高度交通管制シス

テム、これを中核といたしまして、交通情報

の提供、交通信号制御等によりまして、交通

流を積極的に管理し交通の安全円滑を図るも

ので、サブシステムであります交通情報提供

システム、また公共車両優先システム等の整

備拡充を図っているところでございます。 

 交通情報提供システムにつきましては、平

成12年４月から、従来の交通情報板等に加え

まして道路交通情報通信システム、通称ＶＩ

ＣＳによりカーナビ等を通して必要な情報を

ドライバーに提供をしているもので、現在光

ビーコン424地点、677キロを整備いたしまし

て交通流の充実的分散を促し、交通の渋滞の

解消を図っております。 

 公共車両優先システムにつきましては、バ

ス進行方向信号の優先制御によりまして、バ

スの運行時間の短縮と交通渋滞の緩和を図っ

ております。区間につきましては３区間、1
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4.5キロメートルを整備しております。 

 今後の取り組みといたしましては、ＡＭＩ

Ｓの交通情報提供システムにつきましては、

きめ細かな交通情報が提供できるように、情

報の収集提供に必要な光ビーコンを初め旅行

時間計測装置、交通情報板等の整備を進めて

まいります。 

 (2)の路面電車優先システムの整備でござ

いますが、原理的には公共車両優先システム

と同じものでございます。路面電車の通過情

報を光ビーコンで収集いたしまして、信号機

の優先制御等により、路面電車の安全円滑な

運行と運行時間短縮を図るもので、来年３月

の九州新幹線全線開業時期にあわせて運用開

始することとしています。 

 整備区間といたしましては、熊本駅前から

辛島町、上熊本駅から辛島町の２区間といた

しております。 

 以上でございます。 

 

○中村博生委員長 執行部からの説明が終わ

りましたので、質疑に入りたいと思います。 

 何かありませんか。 

 

○大西一史委員 まず、いろいろ御説明がた

くさんあったのであれですけれども、１つ

は、並行在来線の問題なんですけれども、平

成22年度もいろいろ要望活動を行っていくと

いうことで御報告がありました、４ページで

すけれども。 

 この中で、固定資産税等のＪＲ九州並みの

特例措置ですね、三島特例等の創設などとい

うことでの抜本的な支援策の確立という話で

すが、固定資産税等の特例措置をやられるこ

とによってどのくらい改善といいますか、財

政的な部分でのメリットが出てくるのかとい

うのはわかりますか。 

 

○髙田交通対策総室長 一度試算したことご

ざいますが、それによる大体1,000万か2,000

万、その単位で改善されるというふうに試算

したことがございます。 

 

○大西一史委員 では、もちろんこれだけで

は全く経営改善という意味ではなかなかおぼ

つかないというようなことですね。だけど

も、こういうことがあれば相当、まあ1,000

万～2,000万単位ということですから、かな

りのメリットにはなるということですのでわ

かりました。 

 この並行在来線の問題については、いずれ

にしても総務常任委員会でやると思いますけ

れども、やっぱり当初、並行在来線という問

題が新幹線のときの約束であったとはいえ、

新幹線建設の約束であったという前提が大き

く崩れてくる中で、今のままでは破綻してし

まうということはやっぱり避けられぬような

状況にあると、私はそういう厳しい認識を持

っていますので、この辺の要望についてはよ

りもう少し具体的な形で、金額的な面も含め

てですけれども、説得力のある要望をぜひお

願いしたいということをお願いをしておきま

す。 

 この点については以上ですけど、続けてよ

かですかね。 

 それと、さっき、くまもとサプライズとい

うことでお話があって、元年戦略のところで

すか、その中で「くまもとサプライズアワー

ド」というものをやっているということで、

一応６月11日まで、先週の金曜まで一般の方

の、一般部門の応募を受け付けていたという

ことで約１カ月間、これはどのくらいの応募

がありましたか。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 お答えいた

します。 

 くまもとサプライズアワードにつきまして

は、６月11日締め切りになったところでござ

います。一般部門につきましては、1,000件

を超える1,019件の応募をいただいておりま
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す。これにつきましては、小中学生、子供の

方からまたお年寄りまで幅広く応募いただい

ているところでございます。 

 

○大西一史委員 サプライズアワード、実は

私もこれは事前に知ってはいたんですけれど

も、一般の方々に知っているかという話をし

たら、やっぱり余り御存じでないと、そんな

ことをやっておること自体がサプライズだと

いう話がありましたけれども、（笑声）1,019

件という数字が多いかどうかはわかりません

が、くまもとサプライズということでせっか

く鳴り物入りでやっておられるわけですか

ら、やっぱりこういったアワードをやられる

にしても、メディア部門というのはまた別に

やられるということで、そっちの方もかなり

大きいんでしょうけれども……。 

 この辺の、県民に対してもう少し波及効果

というか――小山薫堂さんというビッグネー

ムをせっかく連れてこられていろいろ協力を

お願いしているわけであって、例えば、この

前のテルサであったサプライズの勧めみたい

なものは、もっと広く県民の方は見たいとい

う方も、報道で知られたという方も結構多か

ったように聞いております。 

 この辺をもう少し、何というか広がりをど

ういうふうに今からやっていこうかなという

ことについては、まだ課題があるのかなとい

うふうに思います。開業まで１年切っていま

すけれども、その辺での認識というのはどう

いうふうにお持ちですか。足りないと私は思

っていますし、もう少しやるべきだと思って

います。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 サプライズ

アワードにつきましては、６月11日締め切り

という形をとらさせていただいております

が、これは引き続き日常からの楽しみ、生活

に根差した地域づくり、これまでつなげてい

きたいと考えております。したがいまして、

このサプライズの応募自体、これは引き続き

継続してやらさせていただきたいと思ってお

ります。また、メディアを通じまして、さま

ざまな形で、サプライズの取り組みについ

て、いろいろな形で告知しているところでご

ざいます。 

 また、このサプライズにつきましては、ロ

ゴまたキャラクター・くまモンというのを、

例えば小中学校であったり、いろんなところ

に登場させて、身の回りのちょっとしたサプ

ライズ――喜びを探す楽しみというのを少し

ずつ、少しずつ周知をしていきたいと思って

います。 

 今がまだ種の段階でございます。これから

大きな花を広げるように周知徹底、またつく

り込みに向けてのいろんな取り組みを進めて

まいりたいと思っております。 

 

○大西一史委員 しっかりやってください。 

 

○中村博生委員長 ほかに。 

 

○鎌田聡委員 ６ページですか、新幹線開業

に向けての要望活動ということで記載されて

いますけれども、博多駅での例の対面乗りか

えとかダイヤ、運賃の設定ですね、この中身

についてどのような要望をして、どのような

今感触というか、ＪＲとしてどのように今お

考えなのか、そこをちょっとお聞かせいただ

きたいと思います。 

 

○髙田交通対策総室長 要望の中身というこ

とにつきましては、ここにありますとおり博

多駅で、九州だけに使用するのと、東海道山

陽新幹線というところを同じホームで、新八

代駅のような形で乗りかえることができない

かという要望、また利便性の高いダイヤ・運

賃設定について、やはり新幹線で熊本から大

阪の方まで行くとなるとかなり高いというと

ころもありますので、現在でも片道１万4,00
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0円かそこらぐらいなります。それを県民の

方がより多く新幹線利用するような形で、端

的に言うと、より安い運賃、またダイヤにつ

いても停車駅あるいは本数ということを含め

て、もっと充実させることができないかとい

うことをしておるところでございます。 

 そうしたことに対して現在ＪＲ九州の方で

はいろいろ検討しておるということで、まだ

この場でお示しできる、我々に対しても具体

的な回答をいただいているという状況でもご

ざいません。 

 また、この新幹線の開業につきましては、

ＪＲ九州だけでなくて、ＪＲ西日本あるいは

ＪＲ東海とも、ダイヤなどについては調整し

ていかないといけないというような状況でも

ございます。我々としては今後とも引き続き

こうした鉄道会社などに対して要望というの

を行って、利便性の高い形態で運行できない

かというふうに頑張ってまいりたいと思いま

す。 

 

○鎌田聡委員 １年を切って、これから半年

前のイベントとかいうようなやつが、今から

ＫＡＮＳＡＩ戦略を含めてあるわけでありま

すし、そのときにある程度のダイヤとか運賃

とかわかっとらぬといかぬと思いますし、や

っぱり一番大事なのは、同一ホームでの乗り

かえですよね。これは、こちらとしては譲ら

ぬで、これは何とかしてもらわぬといかぬと

思うんですけれども、その辺の感触はどうな

んですか。 

 

○髙田交通対策総室長 我々としては頑張っ

ていきたいという気持ちはありますが、繰り

返しになりますけど、具体的な結論あるいは

感触というものを我々得ているという状況で

はございません。 

 また、開業の日などについても、部分開業

のとき、ケースで見ると３カ月前ぐらいに発

表されるということでもありますが、少しで

も早く、先ほど委員もおっしゃいましたよう

なことなんかもありますんで、我々としては

少しでも早く開業日などについても教えてい

ただけないかということでも、ＪＲ九州に対

して要望してまいりたい、働きかけていきた

いと考えております。 

 

○鎌田聡委員 特に、対面乗りかえの部分

は、利便性を確保する上で不可欠だと思いま

すから、ここはぜひ何とかやってもらえるよ

うに強く要請をしていただきたいと思いま

す。 

 もう一点。試験走行が９月以降ぐらいとい

うことで予定があったと思いますけれども、

具体的に９月以降どのくらい、何回ぐらい試

験走行させるとか、何を試験走行させていく

のかというのを、わかっておったら教えてい

ただきたいと思います。 

 

○髙田交通対策総室長 申しわけございませ

ん。まだ現時点で具体的な日とか、その区間

をどうするかというところについて、まだ私

どもに細かく教えられているという状況でも

ございません。そのあたりについても、我々

として早く教えていただけるような形で、鉄

道・運輸機構等に対しても話をしていきたい

と思います。 

 

○鎌田聡委員 ぜひ試験走行で考えていただ

きたいのは騒音の問題です。これが八代以南

の箇所がたしかまだ４カ所ぐらい、基準値オ

ーバーのままで改善されていないと思うんで

すけれども、その状況を教えていただきたい

のと、今後そこに対してどうされていくの

か。同じことを全線開業のときに、騒音が非

常に数値が高いところを残しておくわけには

いかないんで、そこの改善に向けての取り組

みを聞かせていただきたいと思います。 

 

○松永新幹線都市整備室長 新八代駅以南の
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騒音被害対策についてですけれども、今委員

がおっしゃいましたように、結局新八代以南

で当時最高で118件ほど基準をオーバーして

おりました。その後何年か鉄道・運輸機構、

ＪＲ九州で調査をいたしまして、個別に対策

をしておりまして、我々今のところ、その後

被害が継続しているという報告は受けていな

いということです。 

 それと、今後の予定ですけれども、今委員

おっしゃいましたように、試験走行はあくま

でも基本的にはダイヤを決定するための試験

走行が主となっていますけれども、あわせて

走行に伴う騒音、振動等も調査する予定です

けれども、本格的には開業後に、開業後２年

間ほどをかけて、実際のダイヤで組んだもの

を走行させて、その上で防音壁とかを設置し

ていくというふうに聞いております。 

 

○鎌田聡委員 では、八代以南はすべて被害

は改善したというふうにとらえていいんです

か。 

 

○松永新幹線都市整備室長 私どもとして

は、一応そういうふうな報告は受けておりま

せん、一応対策は終わったというふうに聞い

ております。 

 

○鎌田聡委員 いわゆる新幹線は歓迎する一

方、沿線の方々は今非常に不安に覚えられて

いるところもあるんです。うちあたりもそう

ですけれども、やはりそういった中できちん

と、つくったはつくったで終わって、もう後

は知らないというふうなことにならないよう

に、やっぱり県もきちんとその辺はＪＲに対

しても――鉄道・運輸機構ですか――に対し

ても、問題があれば改善を求めていくように

対応していただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 

○中村博生委員長 ほかに。 

 

○村上寅美委員 今の先生方の質問に関連し

てだけど、駅の前に連続立交を今県がやって

いる、これは24年以降どうなるかわからぬけ

ど、熊本市の方に県道とかいろんな問題を移

行するというふうな話があっているけど、今

でも鹿児島と比較した場合は、鹿児島は新幹

線が来るのを待っているわけだ。しかし熊本

は堂々と通過した後、こつこつと28年か30年

かやらなくちゃいけぬ。 

 しかし、これはもういい。これは過去のこ

とはいいけど、駅から右に曲がったら、田崎

陸橋を渡らぬでまっすぐ行きますね、新土河

原出水線に突き当たる。あの手前に陸橋があ

るでしょう、豊肥線の陸橋が。これが今でも

渋滞でしようがないのに、あの連続立交とい

うのが豊肥線としてあるから、あすこは上が

ると僕は思っとったから、ここは上がります

からと言いよったったい、当然と思うとるも

んだからね。 

 ところが、よく調べてみたら、その手前

で、豊肥線はほとんど上がらぬにひとしい。

駅周辺から一体的な都市圏のこととかいろい

ろ書いとるけど、本当に波及効果というとこ

ろでうっとまってしまっとるじゃないです

か。これはなぜ僕が今言うかというと、ＪＲ

がＪＲがというが、新幹線の西口、これは熊

本市のする都市計画で区画整理をやった。区

画整理は２年も前倒しでというから非常に成

果は出とるけど、その辺に民間がぽんぽん建

ちよるわけだ。 

 そうすると、新幹線は将来は玄関になるわ

け。そこにも民間のがぽんぽん建ち出して、

この辺は人の整合性が君たちはうまくいっと

らぬとは知っとるが、どうなるのか。もうち

ょっと熊本駅の新幹線にふさわしい駅前とい

うような整備を今後要望したい。しかし、ど

れだけ言うたって、ＪＲで期間が決定してし

まっているから、どんなに要望したってだめ

だということになる。これは人の問題も大き
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かったけど。 

 東口もそうなんです。今僕が豊肥線のとこ

ろを言うのは、今なら間に合うはずだから。

あれは上げぬとどうしようもないよ。駅前の

表玄関なんかのところをささっとせせって。

僕が今度視察するから、だれだ担当は、あな

たも一緒に頼むよ。 

 それから、台湾線のチャーター便に重点を

置くとは、内容はどういうことか。 

 

○髙田交通対策総室長 いろいろ東アジアと

いうことで、中国本土、香港など路線があり

ますけれども、いろいろある中で台湾線とい

うことで一番の重点を置いて頑張っていきた

いということでございます。 

 中身については、いろいろ航空会社の人と

も話をする中では、やはり日本から台湾に行

く、台湾から日本に来る、両方の交流という

のをしっかりさせないといけないということ

で、日本から送り出すというときに、いろい

ろ観光協会の方でも、教育旅行にいくための

助成なんかのそういう制度もあるということ

も聞いております。また、そうしたものを活

用しながら、県内の皆さんに対して人を送り

出す、そうした取り組みなども行って、とに

かく交流を大きくするようなチャーター便の

増勢ということでつなげていきたいと思って

おります。 

 

○村上寅美委員 だから、それは君たちが投

げるところは航空会社とか、観光協会とか、

それぞれ限定される。その中身を知りたいわ

けだ。これプログラムチャーターなの、それ

とも貸し切りチャーターなの、内容は。それ

と、料金は１人幾らなのか。 

 

○髙田交通対策総室長 貸し切りチャーター

を始めてプログラムチャーターにもつなげて

いくように頑張っていきたいと…… 

 

○村上寅美委員 今は貸し切りチャーター…

… 

 

○髙田交通対策総室長 今は貸し切りです。 

 

○村上寅美委員 そうすると、オーナーが要

るの、貸し切りチャーターには。それとも旅

行社が精いっぱい、旅行社が主催者として集

めるというかたちで……。 

 

○髙田交通対策総室長 今の熊本線における

旅行社の方で集めているという……。 

 

○村上寅美委員 旅行社が努力しよるわけ

だ。 

 

○髙田交通対策総室長 はい、そういう状況

でございます。 

 

○村上寅美委員 では、だれかオーナーがお

って、チャーターしてというようなあれじゃ

ないわけだね。それに参加するわけだね。 

 料金幾らかかるの。機種はどれくらい、何

名。 

 

○髙田交通対策総室長 大体３泊４日か５泊

６日ぐらいで、たしか５～６万か７～８万、

それぐらいのような状況であって…… 

 

○村上寅美委員 大体わかるよな、５万か７

万。 

 

○髙田交通対策総室長 はい。機種について

は、チャイナエアラインですと260人乗りと

かあるいは300人乗りで、たまには、小さい

ときには160人乗りとかありますが、大体そ

れぐらいのところのクラスの機材が阿蘇くま

もと空港になります。 

 

○村上寅美委員 ３泊４日から５泊６日で５
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～６万…… 

 

○髙田交通対策総室長 ――か７～８万。も

う少し…… 

 

○村上寅美委員 ５泊６日…… 

 

○髙田交通対策総室長 ５泊６日だともうち

ょっと高くなります。 

 

○村上寅美委員 それはわからぬ。５～６万

と７～８万というなら倍になる。（笑声）後

で教えてください。 

 もちろんアシアナを保有しなきゃいけない

けど、台湾、香港というような路線というの

は、ぜひ積極的に、せめてプログラムチャー

ターに持っていけるように努力してほしい。

南九州観光議連でもこれは積極的に３県で取

り組もうということになっておりますから、

その辺の連携も宮崎、鹿児島ともとりたいか

ら、ぜひひとつそういう商品づくりあたりの

ときは、業界にもそういうふうに言ってもら

いたいと思うんです。よろしく。要望でいい

です。 

 

○中村博生委員長 ほかにありませんか。 

 

○山本秀久委員 さっき、新幹線の乗りかえ

の問題で、そのことは大変私は危惧しとる問

題があるわけだ。それはなぜかというと、お

れんじ鉄道の問題のときに問題が起きとるわ

けだ。なぜかというと利便性がまちまちで、

こっちの地元の人たちの要望とＪＲでやって

いることが食い違ってしまっておるわけだ。

それで、ものすごく利用客が落ちたわけだ。

 そういう点があるから、今度の新幹線の問

題は大変重要な問題だから、時間的に少し余

裕を持たせて同じホームで乗りかえが行え、

長く１時間も待たせたりとか、そういうこと

がないようにしてほしい。これは私がおれん

じ鉄道のとき経験しているんだ。だから、二

度とそういうことが起きないようにというこ

とを申し上げておきます。 

 

○中村博生委員長 ほかに。 

 

○大西一史委員 41ページ、先ほど航空路線

の利用促進についていろいろ御説明いただい

たんですけども、特に国内線の振興のところ

で、スカイマークエアラインが10月から熊本

－神戸線に乗り出してくるということで、こ

れは新規参入ということで利便性という面か

ら考えれば、これは非常に歓迎すべきことだ

なというふうに思っています。 

 これはまだ詳しいことはよくわからぬとい

うようなことなんでしょうけれども、大体何

便ぐらいを予定しておるということなんでし

ょうか。 

 

○髙田交通対策総室長 熊本－神戸、及び熊

本－東京、それぞれ１日３便ぐらいじゃない

かというふうにはいわれています。機材につ

いては、この会社については150人乗りの機

材１種類になりますので、150人乗りの機材

が１日３便ぐらい来るんじゃないか、そうい

う状況でございます。 

 

○大西一史委員 １日３便というのは片便―

―３往復ですか。 

 

○髙田交通対策総室長 はい。 

 

○大西一史委員 そうなってくると、43ペー

ジの資料を見ていただければわかると思いま

すが、特に神戸線に関して言えば、今天草エ

アラインが当然飛んでいまして、実はここ利

用率としてはそんなに高くはないんですけれ

ども、4,200名ぐらい旅客数が伸びているん

ですね、20年度～21年度で比べると。そうす

ると、天草エアラインに対するお客さんの奪
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い合いというマイナス影響が、当然出てくる

のかなというふうに思いますが、その辺の対

策というか、対応というのはどう考えておら

れますか。 

 

○髙田交通対策総室長 まさに委員おっしゃ

いますように、仮に３便でしたときに、ダイ

ヤいかんによって、現在１日１往復飛ばして

おります天草エアラインについて、競合して

影響というのは当然出るというふうに思って

おります。 

 スカイマークの料金ということも、具体的

なダイヤということについても大きく影響し

てきます。我々としては、それについて、少

しでも早くスカイマークに対して教えてもら

うというための情報収集を行いますととも

に、またこの天草エアラインについて路線見

直しをどうするかというところも含めて、現

在会社と、あるいは地元の市町とも連携しな

がら考えてまいりたいというふうに思ってい

るところでございます。 

 

○大西一史委員 これは結構ですね――天草

エアラインだけのことを考えれば、かなり深

刻な問題だろうというふうに思います。 

 あと、その利便性の部分と、要は新幹線と

の競合も当然出てくるし、そういう意味では

総合的に考えないと、この問題ではこの単体

でスカイマーク入ってくるからどうだとか、

天草エアラインをどうすればいいとかという

話で私は済まない問題だというふうに思いま

すので、この点については引き続き危機感を

持ってやっていただきたいというふうに思い

ます。 

 それと、もう一つだけよかですか。 

 都市圏交通についてのことですけれども、

渋滞対策等々でいろいろやっていますよとい

うことでの御報告、あるいは今後やっていか

なければならないことの課題というものが出

てきていますが、都市圏都市交通アクション

プログラムは去年改定をされました。それで

もまだ未着手の部分であるとか、中期Ａとか

中期Ｂとか、今後やりますよというものがい

ろいろあったと思うんですが、この辺の進捗

状況というのは、一応平成20年度にたしか進

捗は１回やられていますね。１年たって、１

年たった進捗というのは見ないんですか。そ

れとも、何年かで見直すという感覚なのか、

まずそこをひとつ教えてください。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。              

 進捗管理につきましては、毎年度やってい

こうと思っております。それから、成果チェ

ックといたしましては、平成20年になりまし

て５年たってやったわけでございますけれど

も、次は年率改正時、この辺をめどにやろう

かと考えております。 

 

○大西一史委員 この問題、私も随分前から

都市圏交通の問題は議会でも取り上げて議論

させてもらってきたんですけれども、例え

ば、渋滞解消というのは、渋滞は、特に57号

の東バイパスあたりはまたひどくなってきて

いるというように思います。 

 それからあと、高速の無料化――無料化と

いうか割引であるとか、そういった影響でも

かなり、土日なんか時間帯によってはほとん

ど動かないですよ。そういう状況を考える

と、６車線化はしましたけれども、この都市

圏交通アクションプログラムをつくった時点

で、国土交通省が何を言っていたかという

と、６車線化をするまでの間に、部分立体交

差についてはきちんと結論を出しますという

ふうに言っていたんですよ。ところが、それ

は全く出てきていないですね。 

 そういった部分に関しても、きちんと我々

の方からやっぱり要望をして、そういった部

分にめどをつけるとか、解消について、これ

は財源はないかもしれないけれども、今の状
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態でいいわけではないわけですから、その辺

についてしっかり今後私も議論させていただ

きたいと思っていますが、そういうアクショ

ンプログラムの進捗管理と、あとできていな

いことに対する――できたことは進捗管理の

中にいろいろ書いてあったんです。だけど、

できていないことに対して、では具体的にど

うしていくんですかというところをもう少し

シビアに見ていただきますよう、これは今後

議論させていただきますが、要望をさせてい

ただきます。以上です。 

 

○氷室雄一郎委員 71ページの阿蘇くまもと

空港へのアクセスの改善ということについて

お尋ねします。 

 ＪＲ豊肥線を利用した運行の結果は採算性

が問題になったということで、採算性とこの

２つの面を満たすというのは大変難しいと思

うんですけれども、あとこの試験運行みたい

なものをどこまでやって、最終的にはどう収

れんされるのかということを１つ。 

 もう一つは、リムジンバスの問題ですけど

も、これも定時性及び時間短縮に一定の効果

を確認したと、あともう一つ速達性の確保に

ということでございますけども、これも２つ

満たすということは非常に難しい問題ですけ

ども、今後試験運行をいつまでやって、どの

ように、どういう形でどの場で収れんをされ

ていくのかということをお尋ねしたいです。 

 

○髙田交通対策総室長 まず、１点目のシャ

トルバスの件、ＪＲ豊肥線を活用したシャト

ルバスの運行についてでありますが、20年度

に試験運行を行った際は、東京便のダイヤに

合わす形で１日５往復行いました。その結果

として、朝の大津駅発空港着、夕方の空港発

大津駅着については、１便当たり20名を超え

る便もありますとともに、その便については

10名ぐらいいらっしゃるほどあったんですけ

れども、日中の時間帯を含めた全部おしなべ

たところでいくと、１便当たり３人弱という

ようなところもあり、このときは大津駅と空

港の２地点間だけを結ぶ、ノンストップで結

ぶシャトルバスでございました。 

 そうしたことである中で、さらに多くのお

客さんの確保を図りたいということから、こ

の大津駅と空港の間を結ぶ地点が、ここはノ

ンストップで速達性を図るとしても、さらに

例えば大津駅の北側の工業団地などとか、さ

らに集客を図ってより多くの人に利用してい

ただく機会、路線の提供ができるような試験

運行を行いたいということを考えておりま

す。 

 そうして、ことし10月から半年間程度行い

たいと考えており、私どもとしてはこれにつ

いては収れんという意味としては、全線開

業、時には本格運行、そしてそのまま継続さ

せていきたいということを目指して、頑張っ

ていきたいところでございます。 

 一方、リムジンバスの改善についてでござ

いますけれども、こちらにつきましては、熊

本市中心部のところの定時性の確保を図ると

いうところが大きな課題でございます。 

 一昨年度については、市街地でのバス優先

システムということで、ＰＴＰＳを導入して

進めたところでもあり、それで３分か５分の

時間短縮ということを図ったわけでございま

すが、さらに空港から市内に向かっていくと

いうところの速達性を高めていくという観点

から、今現在とまっているバス停について、

さらに快速運行でとまるバス停を限定するな

ど、そうしたことを方向として快速運行をさ

せるような検討というのを本年度行っていけ

ないかと、これは事業者との調整で進めてい

きたいと考えているところでございます。 

 そうした状況を見ながら、こちらについて

は、具体的にいつというところを今関係者と

の間でオーソライズしておるわけじゃござい

ませんけれども、我々としてはできる限り早

く、リムジンバスの改善策ということは示し
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て頑張っていきたいと思っているところでご

ざいます。 

 

○氷室雄一郎委員 空港からシャトルバスの

運行ですけど、今状況をちょっと説明してい

ただきましたけれども、この採算性と定時性

を両方あわせ持つというのは非常に難しい状

況じゃないかと思うんです。しかし、全線開

業に向けてこれは集中アップをしたいという

ことでございますけれども、うまくいくのか

どうかということを非常に心配しているわけ

でございます。 

 もう一つは、リムジンバスの改善という、

幾つかこういう改善点が可能になれば、もう

少し速達性も上がるんじゃないかということ

でございます。これはいつまでやるというの

がわからぬということは、上の方は何とか終

着駅をこの辺にしたいとおっしゃいましたけ

れども、これは何もせぬでこのままで終わる

んですか。 

 

○髙田交通対策総室長 まず、１つ目のシャ

トルバスの方については、鉄道の持つ定時性

というのを生かしての組み合わせで、シャト

ルバスの運行ということに取り組んでいきた

いと思います。 

 ２つ目のリムジンバスの改善については、

我々としてはそのままというのではなくて、

我々としては、快速運行という新たな運行形

態ということも実現できるような形で、進め

ていきたいとは思っているところでございま

す。 

 具体的に、何年度までというところは、

我々としては今の時点においては、可能な限

り早くできるように頑張りたいというふうに

しか、状況を申し上げる状況ではございませ

ん。 

 

○氷室雄一郎委員 いいです。 

 

○守田憲史委員 地元の話ですけれども、33

ページ、宇城、氷川のスマートインターチェ

ンジの件なんですが、ぜひ皆さんに現状を御

理解いただきたいということですけれども、

今回インターチェンジ、ネクスコが23億相当

概算ですがつくってくれるんですね、インタ

ーチェンジ。それにアクセス道路が、宇城市

と氷川町で大体15億。宇城市が９億、氷川町

が６億の負担で一応計画ができています。 

 この15億ですが、合併特例債を両市町とも

使いますので、氷川町は一般材源1,200万円

を５年間、宇城市も9,000万近く使います

が、これである程度藤本町長さんも篠崎宇城

市長も了解のもと、宇城市は議会通ったんで

すが、氷川町でまだ議会で予算が通っていな

い状況です。 

 合併特例債ですから、５年間で一般財源1,

200万円を、反対なさっている氷川の町会議

員の方々も、広報紙を見ると、３～４人の反

対している町会議員さん方も、インターチェ

ンジは賛成だけどもということで、いろいろ

それなりの御意見があるかと思います。 

 どこかでボタンのかけ違いがあったかなと

は思うんですけど、この予算が通ってもらう

と38億円相当のインターチェンジができ上が

るわけで、これは箱物ではありません、我々

の地域にとっては、産業振興にはこれ以上の

カンフル剤はなかろうかと思うところですけ

ど、いかんせんまだ今町議会で通っていない

ところで、藤本町長さんは、しっかり頑張っ

ていらっしゃるんですが、どっかでかけ違い

が起こっているような気がします。 

 ３～４人の方ですね、インターチェンジ賛

成だけどもということでいろいろあっていま

すので、どうか皆さん全力を挙げて御協力い

ただけたらと思いますので、（笑声）道路整

備課長さん、どんなでしょうか。（笑声） 

 

○猿渡道路整備課長 今守田委員お話があり

ました小川バスストップインターチェンジの
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ことでございます。おっしゃられるとおり、

相当部分がネクスコの方で整備されます。地

元町で整備されるものは連結道路等というこ

とで、額的には若干少ないというふうなこと

でございます。あと、今お話がありましたよ

うに合併特例債を使えますので、この両市町

にとりましてはかなり、事業費の実質負担と

いうのは10％ぐらいになるんじゃないかなと

いうふうにも考えているところでございま

す。 

 現在、町の議会の方で少し議論をされてお

りまして、その辺の情報収集について今一生

懸命やっているところでございます。タイミ

ングを見ながら、町執行部といろいろ協議と

か協力をさせていただければなというふうに

思っているところでございます。今後とも皆

様方の御支援もまたよろしくお願いいたした

いと思います。 

 本当に、小川バスストップインターチェン

ジについては地元にとって非常有効なことだ

と思っておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

 

○守田憲史委員 髙野交通規制課長さん、ど

うぞよろしくお願いします。 

 

○中村博生委員長 私にも言われたようで、

大体その辺のところは頑張ってみます。 

 ほかに。 

 

○平野みどり委員 空港の利用促進について

お伺いいたします。 

 いろいろ今回新しく空港もリニューアルし

て、私たちでも福祉団体からもいろんな意見

を言わせていただいて、使いやすくなるとい

うふうに思うんですけれども、新幹線全線開

通に向けての整備だというふうに思います

が、私も村上委員もそうですが、熊本市西部

に住んでいる者が東京に行こうとすると、朝

の１便に乗るのに大変な思いをします。先ほ

どからお話があっている熊本の市内の東バイ

パス、あるいは第２空港線を含めた渋滞、こ

れに巻き込まれると、私なんかも１時間半か

ら２時間前ぐらいから家を出るというような

状況にあります。 

 渋滞改善もしないといけないんですけれど

も、かなりの熊本市西部を中心とした人たち

が、今後熊本空港より福岡空港を使うという

ようなことは当然予想されるし、私自身も３

０分ぐらいで博多に行くんだったら、博多駅

－空港間のアクセスは地下鉄で２つ目です

し、バリアフリーですし、あっちを使うよう

になってしまうかなというふうに思われる状

況があります。そういったことも今回の利用

予測に入れて考えておられるのか、そこの点

についていかがでしょうか。 

 

○髙田交通対策総室長 個別具体に、ここの

エリアにおいてどれぐらい人がどうだという

ところについていろいろ精査して、今後人が

どう利用を選ぶかということについて精査し

ているわけじゃございませんが、我々はやっ

ぱり一人でも多くの県民の皆さんに、阿蘇く

まもと空港を利用してもらいたいという思い

は持っております。 

 そのための対策として、空港ともそうです

し、都市圏交通ともそうですし、それぞれの

パート、それぞれの部署においてしっかりと

対策に取り組んでいきたいと考えておるとこ

ろでございます。 

 

○平野みどり委員 観光という意味で、他県

から熊本空港を利用して熊本に入っていただ

きそして観光していただくという部分では、

どんどんふやしていかないといけない。 

 熊本市内を中心とした――熊本市西部です

けれども、ここあたりはやはり選択肢ができ

ている、新幹線ができることで選択肢もでき

ていくということはしっかりと踏まえなが
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ら、空港に関しての利用促進、観光客もそう

ですけど、やはり力を入れるべきはここにも

ありますように、物流の部分だろうというふ

うに思います。 

 そこの部分で、環境という意味で騒音の問

題ありますけれども、以前私どもが論議し

て、なかなか菊陽の皆さんも含めて御理解い

ただけてなかったりというような状況があり

ますけれども、今後の見通しというのはいか

がなんでしょうか、夜間を含めたところの利

用促進です。 

 

○髙田交通対策総室長 今現在、阿蘇くまも

と空港における８時40分が熊本発の最終便と

いうことでございますが、夜間の利用という

ことについては、朝の利用に比べれば利用率

が低いというような状況は、航空会社の人か

ら聞いたことがございます。 

 そうした中で、我々としては夜間の利用と

いうこと、これは特に県外から来られた方が

熊本で用を済まされて夜戻られる、日帰りで

戻られるということもあるでしょうけれど

も、そういった方々にとっての利用の利便に

つながるような形で取り組むとともに、また

先ほど委員おっしゃいましたように物流とい

う観点で、特に最終便だとか、あるいは１つ

前の便で行きますと、160人乗りぐらいの機

材ということで、貨物を運ぶということでは

小さいと、おなかの部分に入らないという問

題もございます。 

 そこを我々としては、現在の便において、

例えば260人乗りぐらいだったらもう少し大

きな、多くの貨物を運ぶ、コンテナを運ぶこ

とができますので、そしてその機材にしてい

ただくとともに、また東京羽田空港４本目の

滑走路ができますというところで、その発着

枠がどうこれからエアラインで決めていくか

ということになりますが、そこに熊本便を選

んでいただくとともに、またダイヤというこ

とについても貨物を運ぶことができるよう

に、先ほど申し上げました積み残しが出てい

るような状況で夜間に運ぶようにしたいとい

うふうなことも、航空会社あるいは国交省に

対しても要望しているところでございます。 

 引き続きエアラインの間でもいろいろ話を

進めていき、何とか実現さしていきたいとい

うふうに思っておるところでございます。 

 

○平野みどり委員 夜間の騒音に対しては、

やはり時間の延長とか、そこら辺は難しいと

いう状況でしょうか、地元の皆さんは。 

 

○髙田交通対策総室長 空港周辺の住民の皆

さんといろいろ話をしているところでござい

ますが、今の運用時間を超えて運航するとい

うことについては、それは難しい、反対だと

いう地域の住民の方もいらっしゃいます。 

 

○髙木健次委員 ７ページの新熊本合同庁舎

の整備の件ですけれども、これはＢ棟です

が、毎回毎回この委員会でも指摘をされてき

ましたけれども、ここに整備費用が本年度予

算に組み込まれていないという状況で、ここ

に書いてあるとおり、県と市が非常に積極的

に協力した経緯があります。このＢ棟が今の

状況でわからないということであれば、駅前

の周辺整備事業計画にもいろいろな悪影響を

及ぼしてくるのかなと、大変心配をしており

ます。 

 要望活動も２月までは積極的にやられてい

たようですけれども、最近途絶えているあき

らめの心境かなという感じもするとともに、

このＢ棟については早期実現、一応計画では

24年の10月に供用開始ということになってお

りますけれども、今の状況でいけばいつにな

るか本当に全然わからないという状況なのか

なという感じがいたしますけれども、この辺

の要望活動あるいは国の情報等については、

今どういう状態でありますか。 
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○佐藤地域振興課長 今高木委員の方から、

あきらめたのかという御質問でございます

が、決してあきらめているわけではございま

せん。（笑声）先ほど御説明しましたよう

に、駅前の整備を進めるものの中心の一つだ

と思っております。 

 ここに記載はしておりませんが、１つは、

先般成長戦略の記載に関して、国有地の有効

活用ということに関しまして、国有地の有効

活用を図って、上ではそれは成長戦略に役に

立つんだという意見を、熊本県の名前、それ

から熊本市、経済団体ともそういう意見を出

しているところでございます。 

 また、先般、国交省の馬淵副大臣来られた

ときにも、県もあれですが、熊本市長の方か

らも強く要望して、地元住民の方からも早く

つくってくれという要望もしているところで

ございます。決してあきらめておるわけでは

ございません。 

 ただ、見込みはどうかということになりま

すと、きょうの新聞にも出ておりましたけれ

ども、国の地域主権戦略会議ですか、あれが

６月いっぱいというのが７月に延びるという

ふうなこともありまして、そこの見通しはま

だ不透明でございます。不透明ではございま

すが、あきらめずに引き続き要望していきた

いと思っております。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 あきらめていないというこ

とですけれども、これはやっぱりあきらめち

ゃだめなんです、ここまで計画を進めてきて

いるわけですから。非常に厳しい状況下にあ

るというふうに思っておりますけれども、積

極的にこの件については、やっぱり国交省あ

たりとの接触を持ちながら進めていってほし

いというふうに思っております。 

 以上です。 

 

○平野みどり委員 Ｂ棟の活用のことですけ

れども、私たち、実はこの週末名古屋に行っ

てきまして、国際会議場というところを使っ

て障がい者の全国大会に参加したんです。ち

ょうど知り合いのお医者さんも御一緒だった

んですけれども、いろいろお話をする中で、

熊本で学会とかを持ってくるのは大変だと。

これは皆さんたちもいろいろ聞いておられる

かもしれませんけれども、グランメッセを活

用するにしても、市内とのアクセスは非常に

悪いですし、昨年も自治労の大会で、シャト

ル便で大事したという話も聞いております。 

 私たちも来年、再来年ぐらい障がい者団体

全国大会を持ってこようかな、どうしようか

なというふうに考たときに、やっぱりコンベ

ンションセンターみたいなものが、熊本市も

しくはグランメッセよりももっと近いところ

にある必要があると。せっかくいろんな観光

の掘り起こしをいろんなメニューでされてい

る。しかしながら、そういった大きな団体が

ぼーんと学会なんか持ってくるとすごく経済

効果大きいわけですけど、それが持ってこれ

ない状況だというふうにおっしゃいます。 

 例えば、産文会館の跡地の活用とか、ある

いは今回のＢ棟ですね、これが例えば国のも

のであっても、活用という形で民間が入ると

か、あと自治体が入るとか、まあ貸しフロア

というふうな形でもいいわけですけれども、

そういうふうな形で駅の周辺にコンベンショ

ンセンターみたいなものができるととっても

利便性がいいし、せっかく熊本市内の中にも

いろいろホテルもたくさんできていますけれ

ども、ホテルはできているけれどもコンベン

ションセンターがないから学会が開けない、

分科会が持てないという状況が今あるという

ことですが、こういった実態について、Ｂ棟

の活用の可能性も含めてなんですけれども、

いかがでしょうか。 

 

○佐藤地域振興課長 まず、熊本コンベンシ

ョンセンターというふうなお話でございます
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けれども、これは熊本駅の周辺に最近予備校

ですとか、そういった施設もできておりまし

て、学生さんたちの数もふえておりますの

で、そうした施設も要るんじゃないかという

ふうな声を私もお聞きしているところでござ

います。 

 ただ、具体的に駅周辺のどこにというお話

はまだないわけでして、一番考えられるの

は、ＪＲさんが０番線用地含めて広い土地を

お持ちになっております。ということで、Ｊ

Ｒとはどういった活用を考えられるのか、い

ろいろ事務的な話を今進めておるところでご

ざいますけれども、今御提案がありました話

も含めて、具体的にこういった活用ができる

ような提案をしていきたいというふうに思っ

ております。 

 Ｂ棟用地を活用したらどうかというふうな

お話だったと思いますけど、これは例えばＢ

棟の建設が完全に中止になるというようなこ

とが決まれば、それは今までの懸案を含めて

国に責任ある対応を求めていくと、これは当

然なことだと思っておりますが、先ほど申し

上げましたように、いまだ中止になったと決

まったわけではございません。決してあきら

めておりませんので、当面は従来どおり建設

の要望を続けていきたいと、そういうふうに

思っております。 

 以上でございます。 

 

○平野みどり委員 国に責任持って、地方分

権で出先機関の縮小等があって、今の合庁の

人たちがそのまますっぽりと、今後もずっと

数的に入っていくかどうかということも今後

の議論ですし、国の出方だろうというふうに

思うんですが、複合的なビルとして何フロア

かは国の出先が入るけれども、そのほかはそ

ういったコンベンションというような形で活

用ができるとか、そういうようなミックスし

たような活用というのは不可能なんでしょう

か。 

 

○佐藤地域振興課長 まだ議論がそこまで具

体的にやっていないといいますか、それこそ

出先機関の改革議論の中でどういうことにな

るのか、踏まえて考えていく必要があると思

っておりますので、今委員おっしゃられたよ

うな御意見を頭に置きながら、基本的には要

望を続けていきたいと思っております。 

 

○平野みどり委員 はい。 

 

○村上寅美委員 ちょっと関連。 

 まだと言うけど、君は、Ｂ棟は設計は上が

って決まっとるでしょうが、スキームは。 

 

○佐藤地域振興課長 はい。 

 

○村上寅美委員 決まっておるでしょう。だ

から、今平野委員のお話はコンベンションと

いう形だが、それはＢ棟には無理だろう、結

論として、Ｂ棟にはよ。 

 

○佐藤地域振興課長 今のスキームそのまま

でいけば、当然Ｂ棟そのものには無理です。

それは無理です。 

 

○村上寅美委員 無理てわかっとったい。だ

けん、今のスペースの土地の中に、そういう

思い切ったものを計画変更でやるということ

は可能かもしらぬけども、だったら民間で…

… 

 

○佐藤地域振興課長 そのように今後の議論

を踏まえながら幅広く考えていきたいという

ことを申し上げたつもりでありまして、スキ

ームを変えるとか、そういったことを考えて

おるわけではございません。 

 

○村上寅美委員 言われることはもっともな

話だが、何もなかったですよ、政府には。 
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○中村博生委員長 いいですか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 これで質疑を終わりたい

と思いますが、よろしゅうございますか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 いろんなＢ棟の問題、ダ

イヤ改正等を含めていろんな要望をされてい

るようでありますけども、委員会としても、

いろんな要望に出向いても構いませんと思っ

ております。だが、最近は要望等も――要望

じゃないけども、いろいろ話がないような気

がいたしておりますので、どしどし議長を含

めて委員会としてもいろんな活動をやりたい

と思いますので、その点よろしくお願いした

いと思います。 

 次に、議題(2)閉会中の継続審査について

お諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、審査未了のため、次期定例会まで本委員

会を存続して審査する旨議長に申し出ること

としてよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 異議なしと認めます。そ

れでは、そのようにいたします。 

 その他として何かありますか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 ありがとうございます。

ほかになければ、本日の委員会はこれで閉会

したいと思います。 

  午後０時10分閉会 
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